
◆「まちづくりひろば」（当初は「フォーラム」と呼称）実施記録 （2011 年 7 月 15 日更新版） 
主催：釜ケ崎のまち再生フォーラム（08 年頃からは大阪市大西成プラザ等との共催が頻繁になる） 

回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

1 

99 年 10
月 9 日
（土）
PM1:30-
-5:00 

阿倍野市民学
習センター（講
堂） 

<１>「野宿者緊急対策を
まちづくりへつなぐ」 
<２>釜ケ崎居住 COM の
呼びかけによる「釜ケ崎
のまち再生フォーラム」立
ちあげと、各分野の方々
によるまちづくりの必要
性等に関する意見交換 

釜ケ崎居住懇（報告と
提案）  
+釜ケ崎地域各セクショ
ン・個人からのまちづく
り提案と意見／異見交
流 
（基調発言４人、会場か
ら発言１２人） 

106 人 

 
日雇い労働者やボラン
ティア団体スタッフ、簡
宿組合関係者、一般市
民、学者・研究者、衆議
院議員や市会議員、マ
スメディア関係者など広
範囲に参集。事前新聞
報道で兵庫・京都・静
岡からも。釜ケ崎の運
動や対策の現状に関す
る整理と、簡宿活用から
まちづくりへという居住
懇の考え方を説明。参
加者が広範囲すぎて、
論点絞れぬ面も。が、こ
のフォーラムを月１回程
度で継続開催すること
を提案し、了承される。
→論議の結果を地域内
外に郵便で広く発信(以
後数回は郵送を続け
た） 

2 

99 年 11
月 13 日 
（土）
PM1:30-
-5:00 

西成区民セン
ター 

「住み続けられるまちづく
り」ビジョンをさぐる 

全員によるワークショッ
プ(WS) 
ファシリテーター； 
釜ヶ崎居住懇メンバー 

21 人 
（+報道若

干名） 

 
２つの小テーマ（３つの
班）に分かれて行う。
WS 手法に不慣れなが
らも、新鮮感。 
テーマ 1：このまちの現
在の印象、めざす将来
のイメージ。テーマ 2：こ
のまちに欠けているも
の、住み続けるために
必要なもの。 

3 

99 年 12
月 18 日 
（土）
PM1:30-
-5:00 

阿倍野市民学
習センター（研
修室） 

「みんなが考えるまちづく
り」、そのためのしかけを
語り合おう 

進行役： 
（居住懇改め）居住ＣＯ
Ｍ 
（寺川） 

46 人 

 
釜ケ崎居住 COM の呼
びかけ方式から、地域
内の幅広い層の人々か
ら成るフォーラム実行委
員会を結成し（まず 10
人でスタート＋事務局
は居住 COM に運営委
託）、そこが今後は運動
をすすめることを決定。
「目的」や「運営のルー
ル」も申し合わせる。ま
た、住民各層に深く密
着しての議論をすすめ
るための「課題別フォー
ラム」と、要所要所での
「全体フォーラム」の２種
類実施を確認。 

4 
■上記決定にもとづき、2000/01/11 以後、毎月第２火曜日にフォーラム実行委員会定例会を開催。誰でも参加できる、地
域に開かれた会議として、その都度、実行委員以外の参加者多数あり。「参加者はみんな実行委員」というスタイルで、そ
の壁はほとんど無し。 



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

5 
00 年 1 月
11 日
（火）夜 

西成市民館 

釜ヶ崎のまち再生フォーラム実行委員会の成立と
出発 
目的・運営ルール・人事（実行委員=希望者申し出
制。）・財政等の確認と今後の運営方針、とりわけ今
年度の行動目標（簡宿活用ワークショップなどの年
次計画） 

25 人 

 
このまちづくり運動を継
続していこうという広い
合意のもと、いよいよ出
発。 
当初は実行委員は 10
人で、随時補充されて
いく（⇒02 年 9 月には
36 名にまで増えた）。 

6 

00 年 1 月
29 日
（土）
PM1:30-
-5:00 

萩之茶屋 
集会所 

「簡宿活用のアイデア提
案と討論のつどい」 

進行役：事務局（居住Ｃ
ＯＭ）＋鈴木秀男さん
他 
共催：簡易宿泊所組合
内の簡宿活用委員会、
釜ケ崎居住ＣＯＭ 

46 人 

 
居住の安定と地域の再
生のために、福祉関係
者や生活保護・介護
NPO のスタッフなどから
提案された、簡易宿泊
所の６つの活用法につ
いて、ワークショップ形
式で考察。つまり、①ホ
テルとしての充実化 ②
緊急避難シェルター 
③簡宿形態での生活保
護 ④介護保険でのデ
イケア施設化 ⑤福祉
アパート化 ⑥グループ
ホーム化。 

7 
00 年 2 月
8 日（火）
夜 

西成市民館 
フォーラム実行委員会定例会 1/29 ワークショップで
出た「簡宿活用６つのアイデア」の分析と具体化の

ための論議 
20 人 

星野智暫定代表がケガ
で入院のため、阪東美
智子居住 COM 調査部
長が進行役 

8 

00 年 3 月
11 日
（土）
PM1:30-
-5:00  

難波市民学習
センター（研修
室） 

「まちづくりの中で仕事を
開発してみま専科」 

仕事づくりＮＰＯメンバ
ー： 
大谷磐雄、山本憲一、
岡林由希子、村山日南
子、鈴木秀男等のみな
さんが右記の６つの事
業を提案 
進行役：釜ヶ崎居住ＣＯ
Ｍ 

50 人弱 

 
提案内容は多彩。①生
ごみリサイクル事業の可
能性 ②営繕事業の開
拓 ③介護ヘルパーの
養成と派遣事業の試み 
④（農村出身者が多い
ので）農家との連携事
業（農作業の請負等） 
⑤廃棄発泡スチロール
をフラワーボックスにす
る仕事の模索 ⑥エコ
マネーを使った仕事づ
くり等。 
アイデアの豊かさにみ
んな感心。 

9 
00 年 3 月
14 日
（火）夜 

西成市民館 
フォーラム実行委員会 
今後のアクション構想を練る。 
事務局は釜ヶ崎居住 COM に委託中。 

  

 
まだ運営は手探り段
階。介護保険制度開始
まもない。福祉事務所
の CW がとても手が回ら
ず、今後 NPO 等の役割
が増大せざるをえない
状況が語られる。追加
実行委員選出。 

10 
00 年 4 月
11 日
（火）夜 

西成市民館 
フォーラム実行委員会定例会 
4/15「仕事づくりやマイクロクレッジト等学習会」や
5/13 地域通貨ワークショップの準備について等 

15 人   

11 

00 年 4 月
15 日
（土）
PM1:30-
-5:00  

難波市民学習
センター 

実行委員を中心にした小
規模学習会 

進行役： 
事務局（居住ＣＯＭ） 

10 人強 

 
ビデオも使いながら、次
回の地域通貨ゲームや
マイクロクレジット（小規
模信用貸付）について
の事前学習。「野宿者
居宅保護基金」も。 



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

12 
00 年 5 月
9 日（火）
夜 

西成市民館 
フォーラム実行委員会定例会 
5/13 地域通貨活用ワークショップ準備について等 

15 人   

13 

00 年 5 月
13 日
（土）
PM1:30-
-5:00  

難波市民学習
センター 

タイトル「地域通貨とはい
ったい何ぞや!?いっぺ
ん、みんなで試してみよう
やないか」 

進行役： 
事務局（居住ＣＯＭ） 

23 名 

 
NHK の「おうみ通貨」ビ
デオを使いながら、レク
チャー＆提案。その後
ワークショップ（ゲーム）
で体験（検証）後、釜ヶ
崎での実施に向けた意
見交換をした 

14 
00 年 6 月
13 日
（火）夜 

西成市民館 フォーラム実行委員会定例会 20 人 

 
7 月のフォーラム定例会
を太子福祉館で広く呼
びかけて開催すること。
内容は「誰でも住み続
けられるまちづくりビジョ
ン」の総論・各論の進展
状況の発表とする等を
確認。 

15 
00 年 7 月
11 日
（火）夜 

西成市民館 
フォーラム実行委員会定例会 

7/15「中間まとめの集い」の準備その他 
15 人   

16 

00 年 7 月
15 日
（土）
PM1:30-
-5:00  

太子福祉館 
全体討論 
「中間まとめの場だ。 
頭の整理をしよう」 

進行役： 
事務局（居住ＣＯＭ） 

60 人 

 
新しい釜ケ崎のまちの
ビジョンの「中間まとめ」
を行なう。その後のまち
づくりやコミュニティビジ
ネス等の進展に大きな
方向性を与えた歴史的
な会合。 
サポーティブハウス（当
時は福祉マンションと呼
称）に入居した野宿脱
出者数人も初参加 

17 

00 年 9 月
20 日
（水）～21
（木） 

西成市民館 
まちづくり特別展示会「釜ケ崎まちづくりビジョン（中
間まとめ）」の発表と展示 

200～300
人 

上記でできたまちづくり
ビジョン（いわば市民版
グランドデザイン）を地
域内に少しでも浸透さ
せるために実施。大淀
寮や仕事づくりＮＰＯな
どとともに大きなパネル
を展示 

18 
00 年 10
月 10 日
（火） 

西成市民館 
フォーラム実行委員会定例会 
「福祉マンションの運営をささえる会」（暫定名称）発
足について等 

20 人 

 
この日の論点は、入居
者自身の参加形態をど
うするか、その声をどう
反映させるか等。 
大阪城公園友の会の会
長さんがかつての野宿
仲間たちの居住ぶりを
視察に来て安心して帰
ったこと等も報告され
た。 

19 

00 年 10
月 14 日
（土）
PM1:30-
-5:00  

太子福祉館 
「”釜ケ崎再生モデル区
域”でできるたくさんのこ
とを、考えてみよう」 

主催： 
釜ヶ崎のまち再生フォ
ーラム 
進行役： 
事務局（居住ＣＯＭ） 

50 人 

 
＜給食サービスセンタ
ーを設立または誘致す
る＞と＜就労支援型グ
ループホームを模索し
よう＞の２つの提案を討
論。 
扇町公園野宿者自治
会の副会長さん等も出
席し、発言 



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

20 
00 年 11
月 14 日
（火）夜 

西成市民館 

 
フォーラム実行委員会定例会 
▽カマ通貨委員会の試みの活動報告 ▽福祉マン
ションの運営をささえる会（暫定名称）の動き ▽「就
労自立支援型グループホーム」のモデル事業の件
（経過と現状、元気 100 倍ネットの生ゴミリサイクル
事業の進展度、同構想の東京山谷地区での展開状
況） ▽釜ケ崎・山谷まちづくりスタッフごっそり交流
会の提案（経過、構想、準備） ▽ 連合大阪主催
「野宿生活者支援特別立法シンポジウム」（10/16）
への参加について 

30 人弱 

 
参加者は、どんどんオ
ブザーバーの方が増え
ている。30 名に迫る数と
なり、用意した討議資料
が足りなくなる状況。市
民活動センター・神戸
から 3 人の若い女性、
長居公園周辺住民の
方２名なども。 

21 
00 年 12
月 12 日
（火）夜 

西成市民館 
フォーラム実行委員会定例会 
「福祉マンション」サポート体制の改善について 

25 人 

 
まちづくりの中で先駆的
に創り出されたこの支
援付き住居について、
「経営や経営者をささえ
るのか、そこの居住者を
ささえるのか」「通過型
住居にふさわしいサポ
ートメニューとは何か」
等を軸にした議論が続
いた。 

22 
01 年 1 月
9 日（火）
夜 

西成市民館 

フォーラム実行委員会定例会 
▽「生ゴミリサイクルモデル構築事業」の実施方法
について（府からの事業委託）  
▽釜ケ崎・山谷まちづくり政策討論会（仮称）につい
て。呼びかけ人 s、各論ごとの報告者 s、その最終確
定 
▽「福祉マンション」サポート体制の改善について
（継続審議中のもの） 

30 人 

 
（NPO シチズンホームラ
イフ協会の大谷代表ら
が苦労しながらすすめ
ている）生ゴミリサイクル
事業、「福祉マンション」
の運営方法（特に通過
型住居型にふさわしい
サポートのあり方論
議）。いずれも今後の地
域の浮沈をかけたもの
として、まちづくりの輪
の中で白熱した議論が
なされた。力を合わせよ
うという姿勢が濃く共有
されている。 

23 
01 年 2 月
13 日
（火）夜 

西成市民館 

フォーラム実行委員会定例会▽ハウジング＆コミュ
ニティ財団からの助成金 80 万円の活用方策につい
て ▽「福祉モデル区域」における福祉ネットワーク
の整備状況 ▽生ゴミリサイクル事業のその後の準
備状況 ▽東西寄せ場・まちづくり政策連続討論会
について 

30 人 

「福祉モデル区域」と
は、西成市民館から西
に南海電車ガードまで
伸びる、百米ほどのスト
リート。「おはな」「陽だ
まり」「アプリーシエイト」
の簡宿転換型支援付き
住宅（初めは福祉マン
ションと呼称）や「旅路
の里」が集中し、今後の
釜ヶ崎福祉のモデル区
域にしようとの考え。福
祉マンションの中でのグ
ループホームの認可＆
開設や訪問診療、配食
サービスなどタテ系列、
ヨコ系列のネットワーキ
ング（私たち風の居住
基盤整備）が前進。釜
ケ崎隣接地域の既存福
祉網との連結が少しず
つ始まったと言える。オ
ーナーのみなさんをは
じめ関係者の方々の努
力には頭が下がる。 



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

24 
01 年 3 月
13 日
（火）夜 

西成市民館 

フォーラム実行委員会定例会 
▽「釜ケ崎のまち再生・福祉モデル地域」の整備に
関すること→（先月に引き続き）ハウジング＆コミュ
ニティ財団からの助成金 80 万円の活用方策を確定
▽「福祉マンションの運営をささえる会」（暫定名称）
から「釜ケ崎地域の高齢生活をささえる会」への発
展について（報告）  
▽近隣地区医療機関との連携のあり方について  
▽栄養相談プログラムについて  
▽生ゴミリサイクルモデル構築委託事業について
（おもに報告）  
▽「まちづくり意向アンケート」に関する大阪市計画
調整局地域まちづくり推進部との話し合いについて 
▽西成医師会への相談と話しあいの要請文 

25 人 

 
▽この頃に形成中のグ
ループ（メンバー重複も
多し）⇒ 
釜ケ崎地域の高齢生活
をささえる会の運営グル
ープ、宅老所・デイサー
ビス等研究、生活支援
セミナー、料理講習会、
配食サービス、栄養相
談、訪問診療、釜釜介
護、グループホーム
JOY、福祉マンション内
での交流事業や居住者
サークル、補助的仕事
づくりグループ、地域通
貨委員会、そこでの地
域誌（流通促進誌）編
集委員会、釜ケ崎まち
づくり NPO 合同事務所
（釜ケ崎 eggs）運営グル
ープ、そこでの手習い
パソコン提供グループ、
ホームページ作成グル
ープ、生ゴミリサイクル
事業支援の会、各種調
査・ケーススタディ活
動、東西寄せ場・まちづ
くり政策連続討論会資
料集作成や運営スタッ
フ、NY のコモングランド
コミュニティとの交流事
業、フォーラム月例会
やワークショップ開催担
当者、等々だった。 

25 
01 年 4 月
10 日
（火）夜 

西成市民館 

フォーラム実行委員会定例会 
テーマ：再生フォーラム的「モデル区域」内にある西
成市民館の建て替えについてワークショップの開催

提案 

20 人 

今月はせっぱつまった
議題は少ない。なぜ
か。各部門や各プロジ
ェクト推進グループがそ
れぞれ独立して自律的
に動くようになってきて
いるからとの分析。釜ケ
崎地域の高齢生活をさ
さえる会、福祉マンショ
ン・オーナー会、生ゴミ
リサイクル事業支援の
会（仮称）、カマ通貨委
員会、H&C 財団助成金
80 万円活用連絡会、東
西寄せ場・まちづくり政
策連続討論会事務局な
どなど⋯。（もともとから存
在する各団体はもちろ
ん）、こうした新しくでき
ていく委員会（分科
会）、グループなども全
部、独立組織として扱う
ため。フォーラム本体は
「NPO 支援センター」的
な位置づけだった。 



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

26 
01 年 5 月
8 日（火）
夜 

西成市民館 
フォーラム実行委員会定例会テーマ：今夜は何でも
ありの形式と内容で討論。 

20 人 

一度形をこわして、気軽
なブレーン・ストーミング
形式で開催。理由は、
「立ち上げ期は何でも
ありのごった煮の語らい
ができてよかった」「最
近のフォーラム定例会
では多様な各部門の連
絡調整事項が増えて、
頭と言葉を整理してか
らでないと発言しにくく
なっている⋯」という感想
があったため。介護事
業支援なども議論。 

27 

01 年 5 月
26 日
（土）終日
～5/27
（日）昼 

難波市民学習
センター 

東西寄せ場討論 
大阪集会 
～NPO 山谷ふるさとの会
を中心とする東京の寄せ
場・山谷地区のまちづくり
団体と経験交流～ 

▽大阪会場 
ありむら潜、さつじつつ
じ会、横石金男、岡林
由紀子、加美喜史、河
崎洋充、原昌平、阪東
美智子、山田和英、寺
川政司、神野武美、福
原宏幸、文貞実、鈴木
秀男 
▽東京会場 
黒崎羊二、今川勲、山
下真実子、市野裕一、
山本徳子、水田恵、成
清正信、青木利元、大
崎元、中島明子、的場
由木、麦倉哲 

50 人 

5 月 12～13 日の東京会
場（参加者約 50 名）に
続いての開催。釜ヶ崎、
山谷のそれぞれの地区
でのまちづくりの実践に
関して約 20 本の報告が
あらかじめ用意され、こ
れを踏まえて活発な議
論が展開された。このよ
うな集会は珍しい。しか
も、ハウジング・ファース
ト的な考え方を共有して
いた。 

28 
01 年 6 月
30 日
（土）午後 

太子福祉館 

もしも西成市民館（また
は職安南分庁舎跡）を建
て替えるとしたら？  
ワークショップその 1 
（フォーラム創設後、通算
10 回目） 

進行役：釜ヶ崎居住
COM 等 

40 人 

 
動機は「高齢化対応等
の地域資源が足りな
い！そこにある施設をも
っと活用したい！」 
今回初めて「福祉マン
ション」（後にサポーティ
ブハウスと呼称）居住者
も参加。６つのテーブル
に分かれて、「釜ヶ崎で
よく利用されている施設
とその問題点」「釜ヶ崎
にあったらいいなと思う
施設」「西成市民館に
期待する役割や内容」
をさぐった。詳細は→ 
http://www.kamagasaki
-forum.com/ja/index.ht
ml 

29 
01 年 7 月
10 日
（火）夜 

西成市民館 

フォーラム実行委員会定例会
▽「野宿予防駆け込み寺モデル構築事業」（仮称）
のその後  
▽カマ通貨委員会（8 月初旬からの流通開始に向け
た体制づくり、釜ケ崎夏祭りへの参加構想） 
▽西成市民館（またはあいりん職安南分庁舎跡）建
て替えビジョン・ワークショップ（6/30）について 
（反省と今後のサテライト・ワークショップの実施計
画） 
▽生ゴミリサイクルモデル構築事業のその後（6/30
市民集会等）  
▽釜が崎の高齢生活をささえる会関連  
▽釜ケ崎ボランティア養成講座実施について 

25 人 

 
この秋にも野宿生活者
自立支援法民主党案
が上程される状況の中
で、対策の民間版・市
民版モデルづくりにま
い進するフォーラム。今
月の議論の目玉は釜ケ
崎ボランティア養成講
座。 



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

30 
01 年 8 月
5 日（日）
午後 

「イノセンス」 地域通貨ゲーム 
寺川政司さん等 
（釜ヶ崎居住 COM） 

20 人 

 
サポハウス等の新しくみ
で脱野宿を果たした単
身高齢者の孤立を防
ぎ、「つながりづくり→自
分の役割発見→生きが
いづくり」に資する目的
で、先ずは当事者自身
の中でゲームを楽しみ
ながら実施への課題を
発見しようと試みたも
の。 

31 
01 年 9 月
11 日
（火）夜 

西成市民館 

フォーラム実行委員会定例会 
▽カマ通貨委員会（現状報告とその場での
Give&Take リスト誌への会員登録）  
▽釜ケ崎ボランティア養成講座（11/10 の正式スタ
ートに向けて日程、プログラム、推進体制の確認
等）   
▽当フォーラム事務局体制の改善に関する提案 

25 人 

 
運動の広がりで医療福
祉の問題など専門性や
困難度も増し、釜ケ崎
居住 COM が肩代わり
する事務局体制では対
応不可の状態になって
きた。フォーラムというゆ
るやかな協働を推進し
ていくための事務局と
はどんなかたちや人事
がいいのか議論され
た。強い「統括＆指導
型」か、小さな「コーディ
ネート型」か等が論点。

32 
01 年 10
月 9 日
（火）夜 

西成市民館 

フォーラム実行委員会定例会▽「釜ケ崎エッグス」
看板披露セレモニーと一対の「まちづくりの夢を語る
つどい」の提案 ▽「福祉マンション（サポーティブ・
ハウジング）によく出る疑問 Q&A」について討議 

20 人 

参加呼びかけ文からの
引用（以下）「アフガン
難民や NY のテロで緊
迫しているこの時期。私
たちは地道に＜地域＞
をとても大切にすると同
様に、＜地球＞もとても
大切にします。たまたま
ホームレス支援（=貧困
や社会的排除の克服）
の分野を通してそうした
地球市民をつくりだす
ための普遍的な営みで
もあるのだと、個人的意
見ながら、そうとらえて
います」 

33 
01 年 11
月 13 日
（火）夜 

西成市民館 
フォーラム実行委員会定例会 
▽就労自立後のアフターケアマネジメント事業につ
いて ▽その他全般的な、何でもありの議論 

20 人 

 
第 1 期釜ケ崎ボランティ
ア養成講座に（宣伝開
始が予定より 1 カ月も遅
れたのに）定員を上回
る 44 名の応募者があ
り！第 2 期への問い合
わせも来ており、潜在的
需要がまだあることが指
摘された。たいへんに
明るく心強い材料だと
の認識が共有された。 

34 
01 年 12
月 11 日
（火）夜 

コスモ 

フォーラム実行委員会定例会 
▽第１期釜ケ崎ボランティア養成講座の実施状況
報告と課題さがし ▽「釜ケ崎ボランティアセンター」
（仮称）設立構想の具体化について ▽ 釜ケ崎ボラ
ンティア・研究者優待制度の創設と試用状況につい
て 
▽「サポーティブ・ハウス（福祉マンション）Q&A」第 2
次文案についての議論 

20 人 

 
地域医療の中核たるべ
き大阪社会医療センタ
ーが、居住者への在宅
型栄養相談事業をこの
秋から開始。官・民連携
による＜相互活用＞に
よって、双方が持てる役
割を高めあうものだし、
大阪社会医療センター
が地域医療の原点へ立
ち戻る決意を示すでき
ごととして、関係者には
たいへん喜ばれてい
る。 



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

35 
02 年 1 月
15 日
（火）夜 

サポーティブ
ハウス「メゾン・
ドヴュー・コス
モ」 

フォーラム実行委員会定例会 
▽「居住者事例集刊行記念・サポーティブハウス事
業に関する中間発表フォーラム」（仮称）開催につい
て ▽西成市民館建て替えプロジェクトを今年はど
うすすめるか。▽「釜ケ崎ボランティアセンター」（仮
称）設立構想や「釜ケ崎識字教室」開設準備状況、
第１期釜ケ崎ボランティア養成講座修了者の会の
開催について。▽「仕事づくりワーキングチーム」の
たち上げの提案 

20 人   

36 
02 年 2 月
12 日
（火）夜 

西成市民館 

 
フォーラム実行委員会定例会 
▽2002 年の活動総論について 
運動の進展で各論的な議論や実践は各部門組織
でなされるようになった。その全体調整（全体合意）
を図る場として再生フォーラム月例会は機能するは
ずが、二番煎じや重複の議論の場になりやすくなっ
た。そこで、地域全体を見渡し、まちづくりの原点に
帰った「大きな議論の場」とすること。ここでつくった
まちづくりビジョンの４つの柱に常に総論的に立ち返
り、チェックする（修正し、発展させる）議論の場とし
た。 

20 人 

 
フォーラムの内・外・周
辺にさまざまな分科会
的な小グループが芽を
出し、動き始めたためで
ある。 

37 
02 年 3 月
12 日
（火）夜 

西成市民館 

 
フォーラム実行委員会定例会 
▽「居住者事例集刊行記念・サポーティブハウス事
業に関する中間発表フォーラム」3/30開催準備につ
いて 
▽「釜ケ崎ボランティア連絡会」について 
 *「3/2 釜ケ崎識字教室」「3/2 菜園づくり」「3/2 料
理教室」「4/7 車イスお花見」の取り組み状況や結果
について→課題の注意深い把握と議論 *第 2 期講
座(3/22-30)の準備状況チェック 
 *ボランティアへのセクハラ対策について（4/6 研修
的討論会の提案も含む） 
 ▼ミニ講演会「台北・香港におけるホームレス支援
対策から見えてくるもの」 
水内俊雄さん（大阪市立大学・地理学助教授） 

25 人 

 
この頃は左記の他に以
下もあり、超多忙。 
（釜ケ崎地域の高齢生
活をささえる会）、ＨＣ財
団の助成金決算書の作
成（フォーラム事務局＆
釜崎居住 COM）、アフ
ターケア・マネジメント
事業のまとめ（NPO 元
気 100 倍ネットと）、サポ
ーティブハウス居住者
の生活＆意識調査の開
（釜崎居住 COM と）
等々。固有の行事、各
団体・施設との境界線
無しの協力事業ともに
あり。 

38 
02 年 4 月
9 日（火）
夜 

西成市民館 

『脱野宿の実践—自立支
援センター就労退所者支
援マニュアル—』配布とレ
クチャー＆討論 

水内俊雄さん（大阪市
立大学助教授／監修
者） 

30 人 

*自立支援センター就
労退所者28ケースへの
アフターケア・マネジメ
ント事業（+再テント者
11 ケースの調査）をまと
めた報告書のこと（事業
主体は NPO 元気百倍
ネット） 

39 
02 年 5 月
14 日
（火）夜 

西成市民館 

フォーラム実行委員会定
例会＆ミニ講演会 
▽3/22 佐藤裁判後の生
活保護行政への影響、こ
れからの生活保護はどう
あるべきか等を語りあう。
▽サンフランシスコの路
上新聞や NPO 活動の報
告からヒントをさぐる 

大谷隆夫さん 
（釜ケ崎医療連代表） 
小川裕子さん 
（木曜夜まわりの会のボ
ランティア） 

30 人 

 
野宿や施設からアパー
ト移行時の敷金支給を
実現させ、後年ふりかえ
れば、全国に絶大なる
影響を与えた佐藤裁
判。その地裁判決（3
月）勝利直後の余韻の
もと、方向性を語りあっ
た。 
 後半は、アメリカの中
では釜ケ崎のまちづくり
運動に一番よく似てい
る所ではないか」と以前
から言われてきたテンダ
ーロイン地区のようすな
ども少し織りまぜなが
ら、お話をうかがった。 



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

40 
02 年 7 月
5 日（土）
夜 

なんば市民学
習センター 

日米サポーティブハウス
経験交流会 

ロザンヌ・ハガティ理事
長 
講演と意見交換＆懇親

40 人 

 
NY が 22 年間ホームレ
ス問題に取り組んでき
てわかったこと。 ①行
政、NPO、企業といった
すべてのセクターがこ
の運動を推進すべきで
ある②プログラムの重要
性。つまり、生きるという
段階から自立して生き
ていくというところにつ
なげるために必要な、
一貫したプログラムが不
可欠。③包括的なプラ
ンニング。その人の人
生そのものを支えていく
（包括的）プログラムで
あること。仕事、精神的
ケア、住居、すべてを包
括的に支えていくもの
であること。仕事だけと
か、カウンセリングだけ
とかはダメ。 ④ホーム
レスは解決しうる問題、
治せる病気である、とい
う認識をもつことが重
要。 

41 
02 年 7 月
9 日（火）
夜 

西成市民館 

 
フォーラム定例会＆ 
ミニ講演会 
▽釜釜介護事業の近
況。そこからコミュニティ
ビジネスを考える 
▽ボランティア活動とセク
ハラ問題 

李洋佑（ﾘ・ヤンウ）さん 
（NPO 元気 100 倍ネット
事務局） 

25 人 

 
ホームレス支援のコミュ
ニティビジネスとして、
「釜釜介護」や「生ゴミリ
サイクル事業」推進の
NPO を支援。苦しい事
業展開の中でのがんば
りに人々の関心が集ま
る。 

42 
02 年 7 月
20 日
（土）夜 

太子福祉館 

居住 COM フォーラム 
「サポーティブハウス」居
住者の居住意識・ニーズ
の調査報告 

阪東美智子 
（釜ヶ崎居住 COM 調
査部長） 

20 人 

 
報告された調査結果。
1）居住者の大半が高齢
で健康面に不安を抱え
ている、2）飯場や簡宿
など非住宅での生活経
験が長く家事や家計管
理の経験・知識が乏し
い、3）生活保護が金銭
的制約・心理的抑制と
なりより高い次元への生
活の質の向上を果たす
ことが困難になってい
る、などの居住者像が
明らかに。生活再建の
過程では、「サポーティ
ブハウス」の人的サポー
トが大きな役割を果たし
ており、居住者もこれを
高く評価していた。また
居住の安定によって健
康状態の改善が見られ
たほか、社会奉仕など
新しい生活要求が発生
していた。しかし一方
で、集団生活や地域社
会になじめず生きがい
を喪失している人もい
た。 



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

43 
02 年 9 月
10 日
（火）夜 

西成市民館 
釜ヶ崎のまち再生フォーラム実行委員会定例会▽
これまでの 3 年間のふりかえりと、今後の活動方向 
▽財政報告 ▽新人事 

40 人 

実行委員会メンバーを
大幅増強（これまでの
倍の 36 名に）。英代
表、阪東・織田・水野 3
人の副代表（新設）人
事なども決定した。事務
局も居住 COM 委託か
らようやく自前での構成
となった。新たな前進へ
向かう。 

44 
02 年 10
月 8 日
（火）夜 

西成市民館 

フォーラム実行委員会定例会 
▽「釜ケ崎地域アルコール問題連絡会」（仮称）立ち
上げの可能性について ▽第 3 回ボランティア養成
講座募集要項の発表と確認 ▽「メーリングリスト-
釜ケ崎のまち再生フォーラム」運営ルールに関する
議論と確定 
▽財政基盤強化に関すること ▽実行委員の補充
（承認事項） ▽西成市民館建て替えワークショップ
（11/23）の準備について 
２）ミニ講演会と議論 
「NPO 等によるコミュニティビジネスの展開（アメリカ
篇）」  講師：末村裕子さん 
（「市民活動の情報誌 NPO/NGO WALKER」発行
人） 

30 人 

 
「アルコール問題連絡
会」（仮称）は、同 10 月
1 日の「釜ケ崎地域の高
齢生活をささえる会」月
例会に 30 数名の関係
者が集まり、大きな盛り
上がりを見せたことがき
っかけ。アルコール依
存症専門病院である新
生会病院の CW さんを
囲んでの勉強会という
かたちをとったが、当地
域内外の施設・団体か
ら大挙参加。今池平和
寮、自彊館、作業所（の
ぞみ、いちご）、７つの
サポーティブハウス+パ
ブリック、NPO（医療連、
支援機構、元気 100 倍
ケアネット、国境なき医
師団）、アルコールケー
スワーカー全国組織関
西支部、大学、行政の
有志等々。 

45 
02 年 10
月 29 日
（火）夜 

陽だまり 

「ホームレス問題 NPO ア
ライアンス（円卓会議）」
準備会 
学習会＆意見交換会 
▽「さまざまな立場を異に
する諸団体の協働をつく
りだすには」「そのときの
求心力は何なのか」実践
的な立場で。 

早瀬 昇さん 
（社会福祉法人 大阪
ボランティア協会事務
局長）   

25 人 

 
成立したホームレス自
立支援特別措置法にも
とづく「基本方針」や「実
施計画」に自分たちの
提案を何を（What)どう
(How)反映させていくか
⇒行政と対等かつ実効
力のある交渉ができるよ
う、NPO 等民間団体の
大きな連携づくりを発
案。まちづくりでの連携
とは別の連携の模索を
開始。先達の障害者分
野の NPO 連合体の事
務局長との学習会に続
く学習会。 

46 
02 年 11
月 12 日
（火）夜 

西成市民館 

フォーラム実行委員会定
例会＆ 
ミニ講演会 
「社会福祉協議会ってど
んなところ？そして、西成
区での在宅福祉への取
り組み状況は？」 

乾繁夫さん 
（西成区社会福祉協議
会会長） 

25 人 

 
そもそも論に始まり、
「孤住し、うずもれた要
介護高齢者をどう発見
し、どう取り組むのか。
私たちと既存組織とは
どう連携が可能か」等が
議論された。国道 26 号
線の西側で地域福祉や
まちづくりに取り組んで
いるる方々も「同じ区内
として釜ケ崎の問題を
回避するわけにはいか
ない」という趣旨で参加
された。 



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

47 
02 年 11
月 23 日
（土）午後 

太子福祉館 

もしも西成市民館（また
は職安南分庁舎跡）を建
て替えるとしたら？  
ワークショップその２ 

主催：萩之茶屋連合町
会 
協力：釜ヶ崎のまち再
生フォーラム 
進行役：阪東美智子さ
ん（釜ヶ崎居住 COM 代
表） 

30 人 

 
１回目（01 年 6 月 30 日）
と違い、今回は主催者
が町会でフォーラムは
協力。この間のまちづく
りの進展を表す。定住
する住民サイドからの市
民館ニーズをさぐる。 
＜よその街にあってこ
の街にないもの＞＜よ
その街になくてもこの街
だから必要なもの＞＜
今あってこれからもある
べきもの＞等が語られ
る。最後はアクションも
議論。この努力は、変
則的ではあるが、2007
年に指定管理者制度を
活用して民間地域団体
が管理・運営を担うとい
う形で実を結ぶことにな
る。詳細は、 
http://www.kamagasaki
-forum.com/ja/index.ht
ml 

48 
02 年 12
月 10 日
（火）夜 

西成市民館 

フォーラム実行委員会定例会▽西成市民館建て替
えワークショップの結果と今後の進め方→キーワー
ドの一つは「町会等と”新”住民（居宅保護層等）の
共生および融合の場」であることが鮮明に▽簡宿活
用「20 室」プラン（新提案）の討議開始▽「まちづくり
合同 NPO 法人」の立ち上げ案（新提案） 

20 人   

49 
03 年 1 月
14 日
（火）夜 

西成市民館 

 
フォーラム実行委員会定
例会＆講演 
”アイデアの宝庫”富田さ
んとまちづくりについて語
りあってみよう  

富田一幸さん 
（西成街づくり委員会、
福祉のまちづくり実践
機構、株式会社 NICE、
NPO 釜ケ崎支援機構
その他） 

30 人 

 
春のいっせい地方選挙
に向けて「投票へ行こ
う！社会再参加キャン
ペーン」の立ち上げの
提案が飛び出した。 

50 
03 年 2 月
10 日
（月）夜 

西成市民館 

フォーラム実行委員会定例会＆ミニ講演 
▽菜園しごとの年間プランづくり ▽課題別（今回は
医療福祉問題）地域連携づくり ▽「（仮称）投票へ
行こう！釜ケ崎キャンペーン」実行委員会の立ち上
げと活動内容や留意点について 
▽ミニ講演 
私のネットワーク／ネットワーキング論 
講師：花立都世司さん（釜ヶ崎ボランティア養成講座
実行委員長、識字教室「もじろうかい」世話人） 

20 人 

 
年間作付けプランや収
穫作物の活用方法、カ
マ通貨との組み合わ
せ、参加者の広げ方
等。 
また、「釜ケ崎における
医療・福祉を考える集
い」（1/31）は医療現場
関係者を中心に満杯の
約 40 人が参集→ここを
起点に、次は何をどうア
クションするか。医療に
おける地域独自の助け
合いシステムをめざし
て。行政提案をめざし
て。それを検討した。⇒
これはやがて「萩之茶
屋たすけあいネット」に
なっていく。 



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

51 
03 年 3 月
11 日
（火）夜 

西成市民館 

フォーラム実行委員会定例会＆ミニ講演会 
講師：生田武志さん（NPO 団体野宿者ネットワーク）
テーマ「体験論／野宿者問題をどう学びの場に取り
入れるか〜開発教育の視点から」 

20 人 

 
野宿者問題の深刻化に
ともなって、当地域への
訪問者、取材者などが
増え、逆に講師派遣の
要請も増える。野宿者
襲撃の問題等を学校の
授業などでどう教える
か、どう学びあうかはと
ても重要な課題。 
生田武志さんが先駆的
に切り開いたこの分野
について聞く。 

52 
03 年 4 月
8 日（火）
夜 

西成市民館 

フォーラム実行委員会定例会 
▽「釜ケ崎版地域別ケア会議」の早期召集に向けて
〜医療・福祉面における課題別 NPO アライアンス
（仮称萩之茶屋たすけあいネット）づくりが進展し、
公的システムへの結合が実現した経過、ならびにそ
のしくみの概要説明〜 
▽「投票へ行こう！釜ケ崎キャンペーン」は最後の
ヤマ場。ご協力を。 ▽「釜ケ崎まちづくりマガジン」
（仮称）の発行提案 ▽新 NPO の立ち上げについて
▽まちづくり聴き取りキャラバン開始について ▽各
種定例会日程の全般的見直しについて（再生フォー
ラム月例会の隔月化も含む） 

20 人 

 
「地域福祉計画アクショ
ンプラン」にリンクして区
に創設された「地域別
ケア会議」。そのあいり
ん地域での受け皿とに
しようと「萩之茶屋たす
けあいネット（仮称）」設
立準備会が進行中。地
域の困難事例・先駆的
事例を定期的に出し合
い、専門家の力も借りな
がら、地域で解決して
いける能力を高めてい
く。地域全体の問題を
早期に発見し解決して
いく。今回は、このネット
ワークの設立に向けて
の話し合い（名称、趣
旨、構造など）も行なっ
た。 

53 
03 年 5 月
9 日（金）
夜 

サポーティブ
ハウス「メゾン・
ドヴュー・コス
モ」 

サポーティブハウス開設運営自主基準に関する討
論会 

15 人 

 
「サポーティブハウス」と
は最低限どのような居
住環境を整えたものを
いうのか。その目的、設
備や運営に関する基
準、最低限のサポート
プログラム、家賃、入居
者・ボランティア・役所・
地域社会との開かれた
連携、第三者評価制度
の受け入れ、居住当事
者の選択権重視等の項
目を話し合った。しか
も、私企業なのにオー
ナーさんたちも「公的側
面」も認識され、こういう
開かれた場での議論と
なった。地域の人々の
支持と支援を受けなが
ら運営していくための懸
命の姿勢だ。 

54 
03 年 5 月
13 日
（火）夜 

西成市民館 

フォーラム実行委員会定例会▽サポーティブハウス
開設運営自主基準に関する討論（5/9）の継続＆補
完▽『投票に行こう！社会再参加キャンペーン』の
成果について報告と討論統一地方選挙は全国的に
低調の中、釜ケ崎（萩ノ茶屋投票区）だけは投票数
(+527)、投票率(+1.55%)ともに伸びる！ 地域諸団体
の奮闘の大きな成果。 

20 人 

こういう内容の議論がで
きるのは、この 4 年間の
積み重ねを経て、同じ
目標に向かっていると
いう実感を共有している
からだ。「野宿ではな
く、畳のうえで死ねるま
ち」「老いても、安心して
住み続けられるまち」を
めざしているという目
標。 



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

55 
03 年 6 月
10 日
（火）夜 

西成市民館 

『萩之茶屋たすけあいネット（準備会）』立ち上げ会 
区在宅介護支援センターが呼びかける高齢者対応
の地域別ケア会議。その「あいりん地区版」が先月
末に開催され地域の困難事例４例が提出された。
無視され続けた地域としては画期的。そこへ結合す
る今後の地域の受け皿としてなるべくく立ち上がっ
た。座長にはわかくさ保育園小掠昭先生。 

40 人 

 
今月からフォーラム定
例会は隔月開催とし、
空いた月は同じ市民
館・時間帯に「関連団
体会議（複合あり）」とす
る試みを開始。理由
は、月例フォーラム本体
から派生した「分科会」
的なグループや会合が
あまりに増えメンバーの
重複もかなりあるための
負担軽減措置。 

56 
03 年 7 月
8 日（火）
夜 

西成市民館 

 
フォーラム実行委員会定例会 
▽支援法「実施計画」へ向けた再生フォーラムの
「提案」について（水内俊雄教授のにミニ・レクチュァ
ーも） 
その他 
▽サポーティブハウス連絡協議会が発足 
▽「萩之茶屋たすけあいネット」（仮称）運営委員会
づくりの現況 
▽7/10 韓国からの視察団受け入れ態勢 ▽菜園の
会の強化、ならびにカマジャガ購入のお願い ▽野
犬（かまワン）対策で地域団体の大きな輪。区と話し
合う ▽「大阪市交通バリアフリー推進新今宮地区
基本構想検討会議」への再生フォーラム代表委員
派遣にあたって ▽NPO 法人「カマナビ」運営方針
の説明と協力のお願い ▽釜ケ崎夏祭りへの出店
は新実行委員会方式を提案 ▽7/1 に社会福祉法
人釜ケ崎ストロームの家がスタート ▽釜ケ崎文化
市場「日めくり」製作グループの活動の経緯と現況
紹介 

20 人 

 
ホームレス自立支援特
別措置法に関する国の
「基本方針」が発表され
た直後の定例会。今月
はそのことと、再生フォ
ーラム独自で作成中の
「実施計画への提案
書」素案を議論。 
また、誕生した「たすけ
あいネット」の内実を豊
かにし協働の輪を広げ
ていくために、町会や
NPO 等地域諸団体の
活動内容や問題点をき
きとるキャラバンを議
論。これにより、上記実
施計画への意見書を共
同で出せないかも検
討。 

57 
03 年 9 月
9 日（火）
夜 

西成市民館 

フォーラム実行委員会定例会＆講演会 
▽ ネットワーク内の一介護事業所の事業運営やサ
ービスのあり方、及びそれに対する当フォーラムの
対応のしかたについて議論 
▽第 4 回釜ケ崎ボランティア養成講座の準備につい
て 
▽自立支援法・実施計画へのフォーラム独自提案
書の確定 
講演会 
NPO 寝屋川あいの会のまちづくり経験、そして“大
阪版 CAN”(コミュニティ・アクション・ネットワーク)の
創設について語る 
 講師：三和清明さん（同会理事長） 

30 人 

 
一介護事業所の介護サ
ービスのあり方、事業運
営力をめぐってこの 1 年
間ネットワーク内がくす
ぶっていたが、この日
議論が爆発。フォーラム
は＜個人のネットワーク
＞であり、個別団体
（間）の問題や個別ケア
事案には関与しないと
いう基本的立場と、しか
し介護サービス利用者
擁護の視点及び地域
全体の利益や協働の促
進にはまちづくり視点か
ら関与するという側面
の、両面の狭間で、対
応力不足が露呈する場
となった。しかも、フォー
ラムは新たに萩之茶屋
たすけあいネット、ききと
りキャラバン、西成市民
館建て替え案づくり、
等々のインキュベート案
件も加わり、もはや手一
杯というところ。 



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

58 
03 年 11
月 11 日
（火）夜 

西成市民館 

フォーラム定例会 
緊急テーマ「5 年目の再生フォーラム。何かもめてる
みたいだけど、今どうなっているの？これからどうす
るの？」 
（ネットワーク内の一介護事業所をめぐる対立に関
してフォーラムとしての態度を表明した『10/1 声明』
についての説明と質疑や討論。併せて、これまでの
活動のふりかえりと今後の大きな方向について考え
る集い） 

20 人 

 
9 月ひろばの紛糾を受
けて『10／１声明』に至
るまでは「拡大事務局
会議」等での延々たる
議論があった。発表後、
「なんかもめてるらしい
けど、なんのこっちゃさ
っぱりわからん」「わかる
かたちで説明してほし
い」という声に応えた集
い。混乱のこれ以上の
放置はネットワークの解
体につながるとの判断
からの声明発表だっ
た。「透明でわかりやす
い、開かれた運動」を標
榜してきた立場からす
れば苦渋の日が続く。 

59 
03 年 12
月 5 日
（金）夜 

難波市民学習
センター 

まちづくり講演会＆ワー
クショップ／第 3 ステージ
ビジョンづくり 「他地域
の先進事例に学ぶ」 

講師：藤田忍さん（大阪
市立大学大学院教授）

15 人 

ビジョンのつくり方等に
ついての他地域の先進
事例を学びつつ、釜ヶ
崎の場合について「居
住」「医療・介護＋生き
がい」「共生」の３つのテ
ーブルに分かれて討論
した。 

60 
03 年 12
月 9 日
（火）夜 

西成市民館 

フォーラム定例会＆講演
会＆サロン（トライアル） 
利用者サイドから地域の
介護事業所をチェックし、
選択できるようにするた
めの先進事例を学ぶ 

小林房子さん（友-友） 
（吹田市・民間在宅介
護支援ネットワーク） 

20 人 

 
「定例会はやはり毎月
開催に戻してほしい」と
いう声が強く出たことに
応えて、今月から再び
そのように。かつ、8:20
頃以後は 「まちづくり
ひろば」＝サロン的空
間＆時間にする試みを
実施。 
講演は、利用者サイド
から地域の介護事業所
を監視・選択・レベルア
ップさせるために、吹田
市では市民団体が介護
事業所サービス一覧誌
等を発行して情報提供
している試みに感心。
「西成区でもやりれない
か」と。 

61 
04 年 1 月
13 日
（火）夜 

西成市民館 
第 3 ステージビジョンづく
り・総論（12 月 5 日の続き

をやろう） 
進行役：事務局 20 人 

 
議論の中で見つけたも
のは「第３ステージの３
つの目標」と「１つの大
きな機能」。つまり、１）
自分と西成に誇りが持
てる街 ２）（労働者世
界と町会世界など）さま
ざまなタイプの住民が
仲よく安心して暮らせる
街 ３）人生のリターンマ
ッチができる街（社会参
加、再参加の内実がゆ
たかな街）。そして、
人々がまちづくりに今一
番望んでいるのは「ケア
の困難事例における具
体的な相互支援機
能」。  



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

62 
04 年 2 月
10 日
（火）夜 

西成市民館 

（釜ケ崎のまち再生・第 3
ステージビジョンづくりシ
リーズ・第４弾） 
プレワークショップ／政府
や大阪府の地域再生特
区構想を私たちは活用で
きるか  

平井啓一さん 
（大阪府地域福祉課担
当職員） 

25 人 

 
府地域福祉課から担当
職員にも出席してもら
い、国がよびかける「地
域再生提案募集」に何
か提案できるか、５～6
本の案について検討し
た。本格的なワークショ
ップのテーマ足りうるか
のシュミレーションとし
て。 

63 
04 年 2 月
14 日
（火）夜 

和歌山・御坊
市の島団地 

生活保護等貧困と格闘
するまちづくりの視察 
（住民参加型で再生に取
り組む島団地から学ぶ） 

同団地居住者・地元自
治体の推進担当者・神
戸大学関係者（糟谷さ
んら） 

15 人 

 
老朽化した西成市民館
を地域高齢者向けの
「萩之茶屋地域福祉総
合センター（仮称）」に
建て替えて、コミュニテ
ィ自体を（家族がなく、
孤立した多くの高齢者
でも住み続けられるよう
に、かつさまざまなタイ
プの住民が共同で使用
できることで共生が進む
ように）リデザインしよう
という構想を、再生フォ
ーラムは推進中。萩之
茶屋振興第 6 町会や地
区社協の動きにも配慮
しつつ、再生フォーラム
独自ででも他地区事例
から学ぶものを吸収し
て準備しておきたい、建
て替えへのモチベーシ
ョンを高めておきたい、
というのが趣旨。 
 島団地は 60 年代から
生活保護率が驚くほど
高く、「貧困のサイクル」
を断ち切るために住宅
の建て替えに住民参加
のワークショップなどを
長期にわたって積み重
ね、改良住宅の設計に
自分たちのアイデアを
生かすなどして、コミュ
ニティ再建を図ってき
た。相違点も多いが、生
活保護制度や住宅問
題を機軸とすることな
ど、学ぶ点も多かった。

64 
04 年 3 月
6 日（土）
午後 

阿倍野市民学
習センター 

（釜ケ崎のまち再生第３
ステージのビジョンづくり
ワークショップ・第５弾）
「特区」的発想で、釜ケ崎
でつくれるシゴト・できる
モノ・やれるコトを出しあ
ってみよう！ 

冒頭報告：田中太郎さ
ん（大阪府健康福祉部
地域福祉課担当職員）
その他 

30 人 

３つのテーブルのテー
マ：「もしもあいりん総合
センターの使用目的を
広げることができるとし
たら、何を開設したい？
何をやりたい？」「もしも
（生活保護受給者が）
収入 5 万円までは働い
ても生活保護費が削ら
れないことになったら、
何がしたい？どんなこと
になる？」「その他、“特
区的発想”を使って釜ヶ
崎でつくれるシゴト・で
きるモノ・やれるコトって
何がある？」。サポーテ
ィブハウスやアパートに
住み、野宿経験のある
高齢者や現役日雇い
労働者 8 人も参加し、
自分たちの問題として、
真剣かつ楽しく議論を
する姿が印象的だっ



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

た。 

65 
04 年 3 月
9 日（火）
夜 

西成市民館 

フォーラム定例会＆ 
まちづくりサロン 
提案と討論 
「釜ケ崎のまち再生フォ
ーラムの新しいあり方に
ついて」 

提案：ありむら潜 
（再生フォーラム事務局
長） 

20 人 

 
昨年秋の大きなダメー
ジ以降の議論の積み重
ねと本日の正式な議論
を経て、3 月中旬には
次のような改革案が形
成されていった。 
①介護事業現場等・個
別問題等はサポート現
場部門の新ネットワーク
をつくって対処。「たす
けあいネット」や「ささえ
る会」を合流させて、仮
称「釜ヶ崎地域の在宅
生活をささえるネットワ
ーク」とする。 
②再生フォーラムの主
事業は「まちづくりひろ
ば」の管理とそこでのコ
ーディネートに特化。全
体ビジョンづくりやコー
ディネーター役や情報
＆人材集め等の全体対
処を受け持つ。 
③上の両輪論に立ちつ
つ、むしろ①のネットが
主軸、②は脇役という関
係。 
④実行委員会方式の
廃止。新設置の「ひろ
ばサポート団体」（会員
制）による運営。「ひろ
ば」利用者は広い住
民。 
⑤再生フォーラムは「フ
ォーラム憲章」を創り共
有理念を明確化。 
⑥「憲章」に反する参加
者には「ひろば」からお
引き取り願う措置ができ
る。 
⑦きちんとした定款を定
め NPO 法人化を視野
に。 
⇒まちづくり市民団体と
してのステップアップめ
ざして真剣な議論が始
まった。この後、半年間
のさらなる議論と改革案
の有効性検証を経て、9
月のフォーラム「総会」



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

で決定する。3 月 30 日
には上述「在宅生活ささ
える会」準備会が開催さ
れた。 

66 
04 年 3 月
16 日
（火）夜 

今池こどもの
家 

研究報告会「大阪市産業
連関表を用いた生活保
護、ホームレス対策の波
及効果と市財政への影
響」 

鈴木亘さん（大阪大学
助教授）チーム 

20 人 

 
「阪神タイガース優勝で
○○億円の経済効果」
というシュミレーションの
生活保護版をやっても
らったもの。結果⇒大阪
市内で生活保護費に国
と市で計 2000 億円を投
下しているが、最終的
には 2500 億円の需要
を引き出す。しかも市の
負担分は 500 億円なの
で、市にはその 5 倍の
経済効果があることが
判明。へたな減税政策
や公共工事よりも景気
浮揚効果があることに
なる。ただし、地元の商
店街で消費されるしくみ
を徹底することと、全体
の 6 割が医療費が占め
るのでここへの分析検
討が課題ということに。
しかし、重要な経済学
的反論になっている。 



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

67 
04 年 4 月
13 日
（火）夜 

西成市民館 

フォーラム定例会＆まちづくりサロン▽再生フォーラ
ムの新しいあり方（3/9 フォーラムで提案された内
容）の継続論議▽紙芝居劇「桃太郎ものがたり」制
作・演出・出演：カマナビクラブに集まるお年寄りの
みなさん約 10 人 

20 人 

過去最もユニークで、
笑いのある定例会だっ
たといえる。夏祭りでの
ソーメン屋台出店での
つながり→自然発生的
な「街角溜まり場（サロ
ン）」→NPO「カマナビ」
の支援を得て紙芝居劇
グループとなったお年
寄りのみなさん。「夜の
時間帯でも講演できま
すか？」とお聞きしたと
ころ、「だいじょうぶ！行
きまっせ」と言ってくれ
て、実現したもの。 

68 
04 年 5 月
11 日
（火）夜 

西成市民館 
「結核対策から見える、
釜ヶ崎地域の健康問題」

 
西森 琢さん 
（NPO 釜ケ崎支援機構
／公衆衛生部門責任
者） 

20 人 

釜ケ崎を「世界一」にし
ているもの＝結核。これ
を再生フォーラムらし
く、まちづくりの視点・立
場から考える場となっ
た。 
西森琢さんも「この問題
こそまち全体で対処す
べき。連携が重要」「今
までは釜ケ崎労働者を
単一モデルでとらえて
対処しようとしてきたが、
かみあっていない。現
役層・野宿層・居宅保
護層などのように、階層
別に対策をとるべき」「こ
の街ではまず、結核や
健康の正しい知識＝健
康教育という基本がとて
も重要。これは大きな予
算なしでも取り組めるこ
と」と。 

69 
04 年 6 月
8 日（火）
夜 

西成市民館 CAN ビデオ上映   15 人 

英国の有名な社会企業
NPO である CAN
（Community Action 
Network）とはこの頃に
何回かお会いする機会
があり、貴重な活動紹
介ビデオを入手できた
ので上映会とした。ロン
ドンの貧困区域の再生
めざす先進的試みを学
んだ。翌 7 月にもおおさ
か元気ネットワーク主催
の交流会で直接お会い
して人的交流が深まる。
⇒＜追記＞やがて 07
年夏に紙芝居劇グルー
プ「むすび」のロンドン
公演派遣へとつながっ
ていくことになる。 

70 
04 年 7 月
20 日
（火）夜 

今池こどもの
家 

鈴木亘研究チーム報告
会 

鈴木亘さん（阪大助教
授）チーム 

20 人 

 
04 年 3 月 16 日の研究
結果発表の続編。課題
とされた（保護費の中
の）医療費への切り込
み分析をしていただい
たもの。病院のレセプト
等を参考に、野宿者や
生活保護受給者の医
療費を試算。野宿等で
放置するより「病気の早
期発見早期治療」が経
済学的観点からも重要
との結論に。 



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

71 
04 年 9 月
14 日
（火）夜 

西成市民館 
釜ヶ崎のまち再生フォーラム「総会」 
～新組織形態で再出発めざして～ 

20 人 

 
昨年秋以降介護事業
所問題で混乱が続き、
すでに形骸化していた
実行委員会方式を正式
解散。会員制の導入、
新運営ルール（定款）、
新運営憲章、新人事を
決定した。 
 その内容は、上記
「04/3/9 フォーラム定例
会」の欄の改革案とほ
ぼ同じ。これにより、新・
釜ヶ崎のまち再生フォ
ーラムとなった。 
 なお、サポート現場を
つなぐ新ネットワーク
「釜ヶ崎地域の在宅生
活をささえる会」はすで
に本年 4/30 に発足した
（「萩之茶屋たすけあい
ネット」と「釜ヶ崎地域の
高齢生活をささえる会」
が合流。座長は小掠昭
先生）。 
 ⇒＜後記＞同ネットは
07 年 2 月に NPO 法人
格も取得し、西成市民
館の指定管理制度移
行の原動力となった。 

72 
04 年 10
月 12 日
（火）夜 

西成市民館 

ビッグイシューの真実～
京都での１年を振り返る
～契約関係からみえるホ
ームレス販売員像、学生
ＮＧＯの若人たちとの協
働、地域や大学との関係
づくりなどについて 

中嶋陽子さん（大学講
師／NPO 論、消費経済
論） 

20 人 

釜ケ崎でホームレス支
援活動やまちづくりに
関わり、その経験や人
脈を各地の活動に生か
している方々はたいへ
ん多い。その中のお一
人。逆に、釜ヶ崎が学
ぶことも多い。 

73 
04 年 11
月 9 日
（火）夜 

西成市民館 

国境無き医師団（MSF)・
日本の大阪市内での活
動開始の事情を聞き、つ
ながるための集い 

医師の熊崎寿美さん、
看護師の高橋知子さ

ん、ソーシャルワーカー
の加来容子さん、事務
のファニー・ギヤメさん

30 人 

 
これまで「フォーラム」と
呼称を今月から「まちづ
くりひろば」と改称。単な
る名称変更ではなく、
「まちづくりひろば」を地
域に提供し、中立的な
ファシリテーター役に徹
するための措置（組織
形態変更）。本日、さっ
そく新しい社会資源を
地域につなげる。 

74 
04 年 12
月 9 日
（木）夜 

今池こどもの
家 

釜ヶ崎の防災・減災シリ
ーズ（１） 
講演会「備えよう地震 
孫・子の代まで」 

住友則彦さん 
（神戸学院大学・人文
学部人間行動学科教
授） 

15 人 

 
東南海地震・南海地
震・上町地震、いつ起き
てもおかしくないメカニ
ズムと、そのときの恐る
べき被害等が語られ
る。大津波の予測も。対
策とはまず「知る」ことか
らということで数年にわ
たる長期シリーズ開始。



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

75 
05 年 1 月
11 日
（火）夜 

西成市民館 

釜ヶ崎の防災・減災シリ
ーズ（２） 
西成区の防災対策～市
民防災研修アクションプ
ランを中心に～ 

平井隆さん 
（西成区区民企画室長
代理） 

15 人 

 
阪神大震災後、行政で
は市防災計画にもとづ
いてかなり準備はでき
ている。連合町会レベ
ルでも地域防災リーダ
ー15 名の選出や訓練
等を毎年している。が、
労働者（支援団体）レベ
ルでは全く無防備。行
政もこの膨大な層には
対策をとっていないこと
が判明。 

76 
05 年 2 月
8 日（火）
夜 

西成市民館 

釜ヶ崎の防災・減災シリ
ーズ（３）「支援団体やボ
ランティアは防災や災害
時に何ができるか～阪神
地区の経験から学ぶ～」

寺本弘伸さん 
（日本災害救援ボラン
ティアネットワーク理事）

14 人 

 
問題山積の釜ヶ崎には
支援団体が分厚く存在
する点が防災面でも強
み。初動の 72 時間の混
乱を乗り切ればいち早
く立ち直れるかも。その
ためにも避難所は「み
んないっしょの”るつぼ
型”ではなく、サラダ型
がよい。 
あいりん総合センター
の活用が効果的。結局
は防災は人と人の日頃
のつながり等が導き出
された。 

77 
05 年 3 月
19 日
（土）昼 

大阪市立阿倍
野防災センタ
ー 

釜ヶ崎の防災・減災シリ
ーズ（４）大阪市立阿倍野
防災センターでの体験学
習 

居宅保護（一般アパー
ト居住、サポーティブハ
ウス居住両方）や半就
労・半生活保護の高齢
者を中心に 13 名 

13 人 

 
「公助１・共助２・自助７」
が言われているので、
「自助」の意識を促進し
ようという企画。ここには
大画面あり、映画のよう
なセットあり、過去の大
地震の振動、地震発生
直後の街並み等を体
感。「よお踏ん張っとか
んと足腰がガタガタや」
とおっちゃんたちも真剣
そのものだった（笑）。 

78 
05 年 4 月
12 日
（火） 

西成市民館 
「はなすこと・きくこと・より
そうこと ～紙芝居とハー
モニカでほんのりと～ 

 
「お寺の出前の会」 
宮本直樹さん（１号庵） 
浄土真宗本願寺派・観
念寺住職 
大崎信久さん（２号庵） 
浄土宗・安福寺住職 

25 人 

釜ケ崎ではキリスト教系
の活動は活発だが、仏
教系は珍しい。この日
が「新歴史の始まり」か
も。 

79 
05 年 5 月
10 日
（火） 

西成市民館 
“おおさかカオサン通りプ
ロジェクト（仮称）”って何
だんねん？ 

西口宗宏さん（「ウェル
フェアマンション‘おは
な」経営者）松村嘉久さ
ん（阪南大学国際コミュ
ニケーション学部助教
授） 

20 人 

簡易宿泊所の新活用
法による釜ケ崎の新し
い役割がいよいよ本格
化。福祉化路線だけで
はない、元気な釜ケ崎
を語り合う 

80 
05 年 6 月
4 日（土） 

阿倍野   メ
ディックス 

ミニワークショップ      
台北・ソウル・大阪のホー
ムレス支援施策 

 
楊運生さん（台北市政
府社会局社会工作員）  
丁恩一さん（韓国全国
失職露宿者対策 宗
教・市民団体協議会事
務局長） 

40 人 

大阪市立大学水内教
授らの東アジアホーム
レス調査プロジェクトと
の協働 



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

81 
05 年 7 月
12 日
（火） 

西成市民館 

 
紙芝居劇団公演と語り合
い               
○演目「ぶんぶく茶釜」 
○「自主運営」に向かっ
てのあいさつ、別名「独
立宣言」（おっちゃん代
表） ○ささえ方について
の議論（関係する有志に
よる状況報告や提案） 

紙芝居グループ「むす
び」のみなさん 

25 人 

元野宿の高齢者たちの
こんなサークルが釜ケ
崎で育つなんて画期
的！支援の輪の出発式

82 
05 年 9 月
13 日
（火） 

cocoroom     
（フェスティバ
ルゲート４階） 

出会い、交流、協働のプ
ラットホーム「起業家カフ
ェ」でお会いしましょう  

上田假奈代さん      
（ＮＰＯ法人 cocoroom
代表、詩人） 

30 人 

 
おおさか元気ネットワー
クの「出前カフェ」を共
催としたもの。ねらいは
社会起業家の掘り起こ
し 

83 
05 年 10
月 11 日
（火） 

西成市民館 

 
「いま話題の厚労省の
“自立支援プログラム”っ
てなんやねん？～釜ヶ崎
のおっちゃんたちもシッカ
リ考えよう～」 

＜1＞加美嘉史さん（大
阪体育大学健康福祉
学部講師） 
＜2＞ 水内俊雄さん
（大阪市立大学教授） 
＜3＞ カマやんたちと
支援者たちはこう考える
（討論） 

30 人 

政府や行政の動きをい
ち早く察知し、いち早く
構える。しかもおっちゃ
んたち自身が、というス
タンスで。 

84 
05 年 11
月 8 日
（火） 

西成市民館 

 
「今、東京で起きているこ
と～釜ケ崎のおっちゃん
たちも支援者たちもシッカ
リ学ぼう～」 地域生活移
行支援事業を中心に 

安江鈴子さん（NPO 法
人新宿ホームレス支援
機構、季刊「シェルター
レス」編集者）  

30 人 

今度は運動の側の最新
情報をつかむ。釜ケ崎
の経験と共通するのは
「ハウジング・ファースト」
の考え方 

85 
05 年 12
月 13
（火） 

西成市民館 

 
「古き釜ケ崎をたずねて、
新しき釜ケ崎を知る」 ～
今、つくられたまち釜ケ崎
の史実を問う～ 

吉村智博さん（リバティ
おおさか・大阪人権博
物館 学芸員） 

30 人 

 
「日本橋の名護町スラム
→現在地に強制転居」
論を見直す。実は「宿」
がキーワード。釜ケ崎成
立は 1904 年頃か。 

86 

その１） 
06 年 1 月
20 日
（金） 

大阪人権博物
館／リバティお
おさか 

大阪人権博物館／リバテ
ィおおさか 見学ツァー 

吉村智博さん（同館学
芸員）が案内 

13 人 

 
釜ケ崎やホームレスの
問題を人権の視点から
しっかりとらえ直す。お
っちゃんたちの遠足も
兼ねて。 

87 

その２） 
06 年 1 月
21 日
（土） 

大阪市立阿倍
野防災センタ
ー 

釜ヶ崎の防災・減災シリ
ーズ（５） 
防災体験学習ツァー 

全員 15 人 

 
釜ケ崎では防災問題ま
で手が廻らない団体が
多い。そこでまずはわ
れわれがそれを示す。
おっちゃんたちの遠足
も兼ねて。 

88 
06 年 2 月
14 日
（火） 

西成市民館 

 
「激減するばかりのアブ
レ手帳。いったいなぜ？
どうする？地域への影響
は？最近の求人増の傾
向や飯場の数減少の実
態は？」 

海老一郎（えび・かず
お）さん（西成労働福祉
センター労組書記長） 

25 人 

釜ケ崎はもともと労働者
の街。その深奥で起き
ている重大な流れに迫
り、ともに考える 



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

89 
06 年 3 月
14 日
（火） 

西成市民館 

釜ケ崎のおっちゃんたち
と浪速のニートのおにい
ちゃんたちの出会いの夕
べ   ～まずは語り合う
ことから始めよう。最下流
のこの地で～ 

「いしくんぼ」さん      
ニート芸人（引きこもり
20 年） 

15 人 

高齢者型野宿者問題
解決に一定のメドが見
えてきた中で、早くも若
者型に対策の目を喚起
することがねらい。 

90 
06 年 4 月
11 日
（火） 

西成市民館 
西成区生活保護受給者
聞き取り調査結果の全容

水内俊雄さん        
（大阪市立大学教授） 

４０人 

 
この数年激増した、脱
野宿の居宅保護者等
への大規模調査結果を
どこよりも早く知れるとあ
って、ふだんにない顔
ぶれ多数が参加 

91 
06 年 5 月
28 日
（日） 

平野区平野郷
一帯 

平野区の「町ぐるみ博物
館」めぐり 

まちづくり講和       
川口良仁さん（全興寺
住職） 

13 人 

 
古い釜ケ崎の誇りを残
し、新しい釜ケ崎をどう
つくるか、楽しみながら
そのヒントをつかむ。お
っちゃんたちの遠足を
兼ねて。 

92 
06 年 6 月
13 日
（火） 

西成市民館 
「ホームレス支援の立場
から、地域福祉資源とし
ての仏教を考える」 

川浪 剛さん        
（浄土真宗大谷派僧
侶） 

１０人 

 
「仏教って本来、”排除
された人々”の問題にこ
んなにとりくんでいたの
か！」と新発見。参加者
最少人数ながら中身は
最も濃かったかも。 

93 
06 年 7 月
11 日
（火） 

西成市民館 

 
「スライド写真を見なが
ら、語り合おう、釜ケ崎の
今昔。明日に誇りを引き
継ぐために」            
～釜ケ崎の生き証人たち
が語り合う夕べ～ 

ファシリテーター      
原口 剛さん           
（大阪市立大学・院生、
地理学） 

21 人 

おっちゃん参加型ひろ
ば」をさらにすすめて、
老いてもなお元気なカ
マやんＯＢたちが思い
っきり語れる場にした。
そしたら、想い出すわ
思い出すわ・・。 

94 
06 年 9 月
12 日
（火） 

西成市民館 

 
「釜ケ崎・新世界が映って
いるロケ映画から昔の風
景を取り出し、語り合お
う。元気だった頃を思い
出そう、明日に誇りを引
き継ごう」 

ファシリテーター      
原口 剛さん           
（大阪市立大学・院生、
地理学） 

25 人 

 
「ビリケン」「太陽のひろ
ば」等を事例に街空間
の変遷をなぞる。否定
的描かれ方に怒りも。
「だからまちづくりがた
いせつ」と確かめ合えた
夕べ 

95 
06 年 10
月 18 日
（火） 

紀州街道 
鳥の目虫の目紀州街道
～まちづくり意識醸成ス
タディツァー～ 

ガイド役           
松村嘉久さんとそのゼミ
生     （阪南大学教
授）       

20 人 

 
釜ヶ崎を南北に貫く街
道ロマンに沿って、わが
街を別視点で見るシリ
ーズ。健康・つながりづ
くりも兼ねた老若合体
型アクション企画 

96 
06 年 11
月 14 日
（火） 

西成市民館 
＜釜ケ崎形成史見直しシ
リーズ続編＞ 「１９２０年
代の都市大阪と「釜ヶ崎」

吉村智博さん（リバティ
おおさか・大阪人権博
物館 学芸員） 

20 人 

 
当時の木賃宿街内部の
暮らしぶりや人口伸縮。
公園シェルターもすで
に議会で提案されて、
今昔変わらず。次回
は、率先して戦争体制
に協力する哀しき釜ヶ
崎を学ぶ・・・ 



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

97 
06 年 12
月 19 日
（火） 

市大・西成プラ
ザ（太子福祉
館） 

 
市大西成プラザ開設記
念フォーラム         
「石油王とハリウッド～
1930 年代のロサンゼル
ス～」 
▽市大都市研究プラザと
共催 

フィリップ・エシントン   
(南カリフォルニア大学
教授） 

50 人 

この地に調査・研究・実
践で関わってきた市大
自身がプラザ（ひろば）
を開設。再生フォーラム
の「ひろば」と新たな協
働へ向かう起点に。 

98 
07 年 1 月
9 日（火） 

西成市民館 

＜緊急テーマ＞       
釜ヶ崎「住民票問題」の
本質を問う～現場での対
応を考えるために～ 

笹沼弘志さん       
（静岡大学教授・憲法
学） 

60 人 

マスコミによる実情無
視・無理解の全国報道
に不安と怒りを抱えて、
会場は地域横断的な顔
ぶれで盛況。「ひろば」
はおおいに機能発揮。

99 
07 年 1 月
15 日
（月） 

市大・西成プラ
ザ 

 
＜釜ヶ崎の防災・減災を
考えるシリーズ（６）＞    
防災 De わがまち見直し
散歩＋防災座談会「平常
時にできること」 

田中稔昭さん 
（NPO 日本災害救援ボ
ランティアネットワーク理
事長） 

12 人 

地味なテーマのため予
想どうりささやかな集まり
だったが、このシリーズ
初めて 3 人もの町会長
さんが参加。「多様な住
民層の融合」という意味
で画期的。 

100 
07 年 2 月
13 日
（火） 

西成市民館 

 
「循環型社会のすきまで
生きる釜ケ崎」あるいは、
「空き缶・新聞紙回収は
泥棒か?」 
～リサイクル問題専門家
が見た釜ケ崎の位置と意
義～ 

渡辺信久さん 
（大阪工業大学教授・
工学部環境工学科廃
棄物共存研究室） 

20 人 

中国等を含む国際リサ
イクルが国内システムを
破綻させているのに、
国や自治体は今もへん
な条例を。「社会的コス
ト論ではアルミ缶回収が
福祉の肩代わりをして
いる面も計算すべき」
と。 

101 
07 年 2 月
28 日
（水） 

西成市民館 

 
＜続・緊急ひろば＞   
行政史に残る愚挙を大
阪市ならびに全国でやら
せないための講演と討
論・釜ケ崎まるごと集会 

笹沼弘志さん        
（静岡大学教授・憲法
学） 

50 人 

住民票消除阻止に連
日動いている運動体、
裁判中の原告、とまどう
新聞記者、提案する簡
宿経営者など多角的な
討論と情報交換の場と
なった。 

102 
07 年 4 月
10 日
（火） 

西成市民館 

＜釜ケ崎の歴史見直しシ
リーズ続編＞      
戦争は日雇労い働者を
元気にする！？ 

吉村智博さん        
（リバティおおさか／大
阪人権博物館 学芸
員） 

30 人 

なんと刺激的なタイトル
か。内容もショック。今
回は珍しく神父さんや
シスターなどキリスト教
関係者もすっ飛んで来
られた。テーマによって
当ひろばの参加者はか
くも多彩。 

103 
07 年 5 月
8 日（火） 

西成市民館 

＜釜ケ崎の歴史見直しシ
リーズ続編＞         
「飛田新地って、ほんとは
何？釜ケ崎との関係
は？釜ケ崎訪問者にどう
説明したらいいの？”」 

加藤政洋さん 
（立命館大学文学部准
教授） 

21 人 

新世界・飛田遊郭・釜ケ
崎と 3 点セットとされてき
た。が、史実は違う。新
世界開発の一環として
（南北に人の流れをつく
る。その通路がジャンジ
ャン横丁）飛田はでき
た。なるほど。見直しシ
リーズは盛り上がる。 



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

104 
07 年 5 月
20 日
（日） 

南霞町駅～阿
倍野墓地に通
じる一帯 

＜釜ケ崎成立おおよそ 
１００年記念＞ 
ワシらの足元は歴史ロマ
ンにあふれている。 
鳥の目虫の目・紀州街道
歩き～その２～ 

ガイド：水内俊雄さん 
（大阪市立大学大学院
教授・地理学） 

36 人 

カマやんたちにココル
ーム系、市大・阪南大・
立命大などが加わり、
総勢 36 名の大ツァーに
発展。「歴史散歩道マッ
プをつくろうか」という声
があがる。 

105 
07 年 6 月
12 日
（火） 

西成市民館 

 
もう一つの全国ホームレ
ス調査 ～ホームレス
『自立支援法』中間年の
見直しに向けて～  
虹の連合 調査分析：   
大阪就労福祉居住問題
調査研究会」 

水内俊雄さん 
（大阪市立大学大学院
教授） 

40 人 

再生フォーラムも協力し
て 1 年かけた民間調査
の結果発表を 2 時間も
熱心に聴き入る人々。
「参加できないが、資料
だけでも確保しといて」
という声も行きかい、今
回も「ひろば」機能発揮

と感じる。 

106 
07 年 7 月
10 日
（火） 

西成市民館 

紙芝居劇グループ「むす
び」のロンドン上演リハー
サルと語り合い       
演題「ブンちゃんの冥土
めぐり」 

「むすび」のみなさん 20 人 

 
釜ケ崎にこんな居宅保
護者グループが生まれ
活動していること自体、
驚き。ずっと見守ってき
た人々、見るのは初め
てという人々等による壮
行会兼アドバイスの場と
なった。 

107 
07 年 9 月
11 日
（火） 

西成市民館 
ギャンブル依存症とは何
か。そして、自助グルー
プにつなげるまでのお話

滝口直子さん（大谷大
学教授・ギャンブル依
存症の治療研究＆実
践家） 

26 人 

この依存症はなぜ起き
る？どうすれば出口へ
向える？この際きちんと
向き合おうと。単身ゆえ
に底つきが容易に来な
い「釜ケ崎またはホーム
レス型」への対処法も話
題となる。 

108 
07 年 9 月
27 日
（木） 

市大・西成プラ
ザ 

東京の NPO「自立生活支
援サポートセンター・もや
い」との経験交流 

もやい側：稲葉剛さん
（理事長）他 
釜ケ崎側：川浪 剛さん
（浄土真宗僧侶）他 

42 人 

 
単身高齢者・神父・お
坊さんら参加のもと、
（長年の懸案）「安心し
て死ねる」べく、自前の
葬式やお墓の持ち方を
本格議論。記録映画
「コーヒー焙煎プロジェ
クト」も上映し、示唆受
ける 

109 
07 年 10
月 9 日
（火） 

西成市民館 

短編映画『釜ケ崎のレー
ニン』と、紙芝居グループ
「むすび」のロンドン上演
録画上映 

映像アーチスト・森村泰
昌さん 
紙芝居劇グループむす
びのみなさん 

80 人 

 
エキストラ（特掃や生活
保護の人々）120名を臨
時雇用して釜ケ崎ロケ
した作品の発表会。む
すびは快挙の報告。緊
急宿泊所入居者、一般
市民、若者なども来て
立見席に。「ひろば」機
能絶好調。 

110 
07 年 11
月 13 日
（火） 

西成市民館 

 
散歩好きな単身高齢者
や安宿街外国人旅行者
用に『釜ケ崎界隈歴史散
歩道』案内のデジタル・シ
ステムを創ろう 

内田敬さん 
（大阪市立大学工学
部・准教授） 

21 人 

阪南大観光学科も参
加。先ず釜ケ崎内部の
スタディ・ツァーからデ
ジタル案内方式を導入
することになり、ワーキ
ングチームを結成。 



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

111 
07 年 12
月 11 日
（火） 

西成市民館 

 
釜ケ崎の単身高齢居宅
保護生活者の必要生計
費＝生活扶助基準をさぐ
るミニ・ワークショップ～
厚労省「生活扶助基準に
関する見直し検討会」と
比較検討しながら～ 

進行役：加美嘉史さん 
（大阪体育大学福祉学
部専任講師） 

25 人 

当事者が自分でする生
計費計算に立ち会うこと
で、「生活保護基準をさ
らに削るなんてとんでも
ない」という実感を共有
した。「ひろば」らしい対
抗策かなと。 

112 
08 年 1 月
15 日
（火） 

西成市民館 

 
私たちの命を地震や台
風から守るための、わか
りやす～いお話 
～「釜ケ崎の防災・減災
を考える」シリーズ・その
７～ 

茂岡一政さん 
ＣＶＶ（シビル・ベテラン
ズ＆ボランティアズ） 

28 人 

大正区の小学校向け防
災出前授業用パワーポ
イント映像で、地震対策
と台風対策、大阪平野
の歴史を学び、語り合
う。ささやかでも「継続は
力なり」を信じて。 

113 
08 年 2 月
12 日
（火） 

西成市民館 

 
釜ヶ崎を変える”国際安
宿街プロジェクト”の今と
これからを語り合う。その
進展具合と課題。地域全
体の底上げにどうからま
せられるか。 

山田英範さん（簡宿委
員会 OIG 委員会メンバ
ー。カオサン視察報告
者） 

20 人 

すでに 1 日 200 人近く
が界隈に宿泊。カオサ
ン等の経験では今のう
ちに広く議論し、地域
全体のプラスになるしか
けづくりが必要と。人と
人の新しい出会いの場
づくりにできないかと。 

114 
08 年 3 月
11 日
（火） 

西成市民館 

 
あいりん総合センター内
外における新旧・日雇い
派遣の実相があなたに
は見えていますか？ 
～久しぶりに釜ケ崎の心
臓部分・あいりん総合セ
ンターの諸問題に迫る～

西成労働福祉センター
職員の労働組合の方々

26 人 

日雇いの就労ルートが
あいりん総合センターよ
り外へ拡散している現
状、しかし携帯電話で
手配されるのは 4％でし
かないこと、地方分権一
括法での国の監督責任
の範囲の問題などが議
論された。 

115 
08 年 4 月
27 日
（日） 

堺方面～ 

～鳥の目虫の目・紀州街
道歩きシリーズ その３
～自由都市堺の歴史群
→就労自立支援住宅「オ
イコス堺」まで 

案内人は水内俊雄さん
（大阪市立大学都市研
究プラザ教授）。ご協力
は同西成プラザ 

18 人 

1680 年の自由都市堺
の古地図にもとづいて
歩く。堺に中心街が無
いのは城下町ではな
く、自由都市だったため
等を実感 

116 
08 年 5 月
13 日
（火） 

西成市民館 

 
日本における犯罪や刑
務所の実態、出所前後
の社会復帰支援等はどう
なっているか？ 
 ホームレス問題や釜ヶ
崎の問題とむすびつけて
考えてみよう。 

浜井浩一さん 
（龍谷大学法科大学院
教授／刑事政策、犯罪
学、社会調査、統計学・
犯罪心理学） 

35 人 

「犯罪は減っているの
に、刑務所は満杯！」
の理由を鮮烈解明。本
来なら福祉施設が受け
皿になるべき高齢者、
知的・精神障がい者等
が放置されている衝撃
実態が語られる。 



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

117 
08 年 6 月
10 日
（火） 

西成市民館 

更生保護って何だろう？
そのしくみと実態を知ろ
う。釜ヶ崎との深い関わり
も 
      
 ～ミニ・シリーズ「刑務
所出所者と釜ヶ崎」その
２～     

西原 実 さん 
（法務省大阪保護観察
所保護観察官） 
（西成区担当 4 年目の
ベテラン） 

28 人 

上記講演に衝撃を受け
て、急きょシリーズに。
同じタイミングで西成区
に「刑余者支援ネットワ
ーク」が結成され、再生
フォーラムも参加すると
いうアクションにつなが
る。 

118 
08 年 7 月
8 日（火） 

西成市民館 

 
保護司さんの話を通し
て、刑務所を出た人々の
西成区やあいりん地域に
おける生活実態と社会的
包摂の諸問題を学び、考
えよう   
 ～ミニ・シリーズ「刑務
所出所者と釜ヶ崎」その
３～               

又野信也さん 
（西成区の保護司）  

20 人 

5 件の事例を紹介。保
護司の役割は出所者受
け入れ地での「環境調
整」。浮き彫りになった
のは釜ヶ崎の地域資源
の厚さ、サポーターの
多さ、たくましさ。 

119 
08 年 9 月
2 日（火） 

西成市民館 

 
ここらでもう一度考えてみ
る、「まちづくりって何だろ
う？」 
各地の少数派の人々の
まちづくり事例もまじえて
～萩之茶屋小学校・今宮
中学校周辺まちづくり研
究会と共催～ 

 
寺川政司さん 
CASE まちづくり研究所
代表  
（まちづくりコンサルタン
ト、建築士） 

20 人 

居宅保護生活者・支援
団体メンバーと町会・社
協関係者が同席し、ま
ちづくり原論や事例を
学ぶ。町会側との共催
は画期的な到達点。
「住民の融合」へ希望
湧くひろば。 

120 
08 年 10
月 19 日
（日） 

箕面市 
北芝地区 

 
～紀州街道歩き・番外編
～ 
ずうっと北上して、箕面市
北芝地区のまちづくり訪
問 
＆秋の箕面滝道の散策 

仲介は上記まちづくりコ
ンサルタントの寺川政
司さん 
案内は北芝地区のまち
づくり若手リーダーの方

１７人 

上記のひろばから生ま
れた企画。同じ「社会的
条件不利地域」でのま
ちづくりの息吹を吸収。
箕面の渓流沿いの森林
浴で心身もリフレッシ
ュ。 

121 
08 年 10
月 28 日
（火） 

市大・西成プラ
ザ（太子福祉
館） 

 
＜臨時ひろば＞ 
韓国カトリック貧民司牧
委員会との貧困地域支
援日韓交流会 
～市大都市研究プラザと
共催～ 

【韓国側】韓国カトリック
貧民司牧委員会の牧
師さん、縫製協同組合
のみなさん 
【日本側】美交工業、
NPO エスアイ協会、再
生フォーラム 

27 人 

韓国版「社会的不利条
件地域」における仕事
づくりとの、国を超えた
経験交流。韓国・縫製
工の女性の方々も 6 人
参加。 

122 
08 年 11
月 11 日
（火） 

西成市民館 

「釜ヶ崎写真ライブラリ
ー」づくりのワークショップ
（その１）～古い釜ヶ崎の
写真を 1 枚 1 枚鑑定→分
類→タイトル付け作業の
夕べ～ 

オールド釜ヶ崎を懐か
しむ参加者全員がスピ
ーカー▽ライブラリー実
行委員会、および市大
都市研究プラザと共催 

30 人 

地域に散在している貴
重な写真や映像をデジ
タル化で統合＆共同使
用できないかと、もちあ
がった試み。毎日新聞
夕刊 1 面にも報道され
るほど盛り上がる。 



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

123 
08 年 12
月 9 日
（火） 

西成市民館 
先月の盛り上がりに応え
て、今月もだ。 
同ワークショップ（その２）

先月に同じ 20 人 

 
これらの写真は、2009
年 6 月に開設した『カマ
ン！メディアセンター』
（動物園前本通り商店
街）で街頭に向けて放
映され続け、街のちょっ
とした名所になｔりつつ
ある。 

124 
09 年 1 月
23 日
（火） 

西成市民館 

暗い世相に負けへん
で！まちづくりビジョン磨
きだ！ 
～萩之茶屋小学校・今宮
中学校周辺まちづくり研
究会と共催～ 

ゲスト（むしろ聴き役）：
萩小・今中まちづくり研
究会メンバー 
説明役：ありむら潜（再
生フォーラム事務局長）
進行役：寺川誠司さん
（同研究会アドバイザ
ー） 

19 人 

 
再生フォーラムがこの
10 年間に蓄積してきた
ビジョンを披瀝し、学び
合い、２つのまちづくり
団体の共同課題をさぐ
る。こうしたことがようや
くできるようになった感
慨ひとしお。 

125 
09 年 2 月
10 日
（火） 

西成市民館 

ホームレス問題と住民票
シリーズ・2 年ぶりの第 3
弾 
「全居住者への定額給付
金？住居と資格の喪失」

笹沼弘志さん       
（静岡大学教授・憲法
学） 

40 人 

 
政策自体は愚策でも居
住不安定者が排除され
てはならないという原理
を学ぶ。野宿者や派遣
労働者も「ワシはもらえ
るのか」と関心が高く、
ふだんにない参加
者。。 

126 
09 年 3 月
24 日
（火） 

西成市民館 
釜ヶ崎という地域から見
る派遣労働の今と昔（座
談会方式で） 

オールド派遣（寄せ場
労働者）とニュー派遣の
経験者たち、及び支援
団体スタッフ 

20 人 

 
新旧派遣現場でのリア
ルな体験が語られる。
双方の相違の核心は
「労働の中でスキルが
蓄積されるかどうかだ」
とのとらえ方が大勢にな
った。 

127 
09 年 4 月
14 日
（火） 

西成市民館 

 
サブカルチャーに残る釜
ヶ崎の記録を追う その
（１）カマやん漫画は底辺
労働をどう「記録」したか
／検証スライドショー ＜
裏テーマ＞まぜヒトは釜
ヶ崎を表現したがり、記
録したがるのか。その根
源を考える 
～釜学研究会と共催～ 

ありむら潜（漫画家） 35 人 

19 世紀型タコ部屋労働
から 21 世紀型 NPO に
よる仕事づくりまでが、
たしかに釜ヶ崎内側か
らの証言として描かれて
いることを参加者は実
感。 

128 
09 年 5 月
16 日
（土） 

市大・西成プラ
ザ 

 
春の野菜収穫祭 兼「プ
レ・畑サミット」 
～朝採り野菜を食べなが
ら、「畑」を語り合う・のん
びり土曜の昼下がり～ 

“放置農法”でも育って
しまったタマネギ君、セ
リちゃんたち 

17 人 

10 人弱の生活保護の
高齢者の方々が来て和
気あいあい。再生フォ
ーラムの畑（和泉市）と
ココルームの畑（奈良）
の、ともにシロートの経
験談を分け合う。本篇を
いつか。 

129 
09 年 6 月
8 日（月） 

西成市民館 

英国“ホームレス支援＆
出演オペラ”代表者のお
話を聞き、学び、日本で
も吸収できることを語り合
う夕べ 

マット・ピーコックさん 
（英国ホームレス自立支
援団体「ストリートワイ
ズ・オペラ」代表 ） 

26 人 

 
表現のプロを交えた日
常的な取り組みと年 1
回の高度な公演の組み
合わせのノウハウは学
ぶもの大→2 ヶ月後に
水都おおさか祭でのむ
すびグループとの共演
に発展 



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

130 
09 年 6 月
9 日（火） 

西成市民館 

たまゆら火災問題から何
を学ぶか。東京・山谷か
らの緊急提案、及び支援
モデルの実践報告 ～高
齢生活困窮者が安心し
て生きていける「支援付
き住宅」をこそ～ 

水田 恵さん他（NPO
法人自立支援センター
ふるさとの会） 

22 人 

同会のこの 10 年の発展
の内実は「ホームレス支
援と地域おこしを実際
に結びつけて実体化し
てきたこと。その基礎は
支援付き住居づくりだっ
た」と。ハコモノからケア
する人に予算をつける
しくみを提案 

131 
09 年 7 月
14 日
（火） 

西成市民館 

じゃりン子チエ」ちゃんの
"同窓生"たちがざっくば
らんに、釜ヶ崎や学校時
代を語る～萩之茶屋小
学校統合問題を考える一
助として～ 

 
A さん：萩小には 1971
年（1 年生）～1973 年（3
年生）在学 
B さん：萩小には 1983
年～1989 年在学 
C さん：あいりん小中学
校に 60 年代に在学 

17 人 

「地域や労働者の見方
は親が教えないとわか
らない。労働者との共
存や未来につながらな
い。自分は大人になっ
てから理解したが、親た
ちは教えなかった」など
胸を打つ言葉多数 

132 
09 年 9 月
8 日（火） 

西成市民館 

リーマン後のホームレス
問題の変容をつかみ直
す 
～全国・大阪・釜ヶ崎の
今～ 

 
松繁逸夫さん（釜ヶ崎
夜間学校） 
水内俊雄さん（大阪市
大都市研究プラザ） 
海老一郎さん（西成労
働福祉センター） 

35 人 

若年化・短期化・生活
保護全面適用が全国
的に進む中で、とりわけ
生活保護適用後の支
援の新枠組みを地域総
ぐるみでつくる歴史段
階に入ったことが浮き彫
りに。 

133 
09 年 10
月 13 日
（火） 

西成市民館 

今、市民としての哲学を
もう一度磨き直そう。生き
方・活動・事業などをまる
ごと引っ張る「大きな理
念」を思い出す夕べ 

岡本仁宏教授（関西学
院大学／政治哲
学,NPO/NGO 論） 10 人 

 
他行事が重なり小人数
ではあった。が、古代か
ら現代までの市民社会
論の体系的把握から
「自己決定権の意味」、
「制度の谷間に制度を
創造する市民的気概」
論議が盛り上がる。 

134 
09 年 11
月 10 日
（火） 

西成市民館 
ベーシック・インカムとベ
ーシック・インカマ(釜） 

鈴木亘さん 
（学習院大学経済学部
教授） 25 人 

 
生活保護適用のハード
ルがまだ高い状況下に
流行のこの BI 制度を釜
ヶ崎等に適用した場合
等も学ぶ。部分適用は
効果あるも、憲法 25 条
の生存権主張するなら
やはり生活保護制度が
有効の印象 

135 
09 年 11
月日（火） 

旧・庚申街道 

（紀州街道歩きシリーズ
改め）つながり発見・歴史
街道歩きシリーズ 
庚申街道歩き 

 
案内人は水内俊雄さん
（大阪市立大学都市研
究プラザ教授／地理
学）。同西成プラザとの
共催 
▼なお、08 年からこの
「ひろば」は大阪市大西
成プラザとの共催がほ
とんどになる。 

25 人 

もう紀州街道にこだわら
ず、縁のある街道も楽し
もうと修正。ＪＲ天王寺駅
付近の今はビルの谷間
の田んぼの畦道跡など
も歩く。 

136 
09 年 12
月日（火） 

西成市民館 

 
「ケア・支援補助金」制度
の創設で、釜ヶ崎のまち
を大きくステップアップさ
せよう！ 
～提案とアクションの起
点の一つとなる夕べ～ 

鈴木亘さん（学習院大
学経済学部教授） 
その他「ケア・支援補助
金」問題に関わっている
人々 

45 人 

政権交代でこの制度実
現可能性も高まったの
で、支給方法や財源論
など具体的な内容まで
踏み込んで検討。ホー
ムレス支援全国ネットの
政府交渉を注視してい
くことになる。 



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

137 
10 年 1 月
12 日
（火） 

西成市民館 

 
今年こそ、もっと地域の
みなさんとつながりた
い」、各職員労組ホンネ・
トーク 
～地域の総力を引き出
すための新春縁結び座
談会～ 

釜ヶ崎地域関連の公的
機関労組の方々 
大阪市役所・西成区役
所、西成労働福祉セン
ター、大阪社会医療セ
ンターの各職員労組か
ら 

40 人 

地域の変貌やまちづく
りにつながりきれていな
い領域への待望の企
画。住民と業務の狭間
で悩み続けてきた各機
関職員さんたちにはう
れしい受け皿。率直な
語りあいがされ、今後に
つながるか。 

138 
10 年 2 月
9 日（火） 

西成市民館 

もっと地域のまちづくりに
つなげたい人的資源、今
度は西成が生んだラッ
プ・ミュージックの旗手～
地域の総力を引き出すた
めの縁結び座談会シリー
ズ～   

SHINGO☆西成さん味
付けスピーカー：松下
隆さん（あいりん小中学
校卒業生）川浪 剛さん
（浄土真宗僧侶） 

30 人 

地元への思いをラップ
も入れて語るシンゴさ
ん。ネットで知ったシン
ゴさんの追っかけ若者
たちも混ざって、一味異
なる集まりに。松下さん
らの釜ヶ崎育ちの話に
も感動。 

139 
10 年 3 月
9 日（火） 

西成市民館 

萩之茶屋小・今宮中周辺
まちづくり研究会拡大会
議のまちづくり構想の説
明会 
～みんなが納得できるま
ちづくりを考える機会とす
るために～ 

 
同研究会の方々 
（町会長さん、地区社協
会長さん等） 
同拡大会議参加の支
援団体のみなさん 

35 人 

 
朝日新聞「市が公園テ
ント撤去計画」報道騒
動を乗り超えるべく開
催。運動団体と町会や
社協関係者などが一堂
に会し率直に激論。ま
ちづくりの視点で議論し
たことは釜ヶ崎始まって
以来かも。分断を超え、
「信頼関係づくりの一里
塚」になったと信じた
い。再生フォーラムとし
てもこの 10 年間の活動
の最先端の到達点。 

140 
10 年 4 月
11 日
（土） 

西成プラザ 
春のお花見＆バーベキュ
ー 

平均年齢 76 歳の紙芝
居劇グループ「むすび」
との共催 

30 人 

 
生活保護の高齢者（日
雇い労働者 OB）たちが
気軽に参加できる「ひろ
ば」にと企画。なんと 1
歳から 91 歳まで参加。
踊りや歌も。究極の「無
縁社会」釜ヶ崎で寄り添
いあう姿は心温まるもの
だ。 

141 
10 年 5 月
18 日
（火） 

西成市民館 

 
釜ヶ崎という「地域」を見
直す。萩之茶屋・花園・太
子・山王・飛田それぞれ
の区域の歴史や固有性
を見直す。 
～もっとまちづくりに近づ
くために、とことんローカ
ルに～ 

ゲストスピーカー： 
原口剛、水内俊雄、松
村嘉久、平川隆啓、加
藤政洋、吉村智博のみ
なさん 

44 人 

この地味なテーマに用
意した資料が足りない
ほどの盛況ぶり。内容も
2 時間では無理なほど
豊富。簡易版・平易版
を居宅保護の人たち向
けに、昼間実施したらと
いう声も。当地域に市
立大学の存在あればこ
その強み。 

142 
10 年 6 月
8 日（火） 

西成市民館 

 多重債務問題。釜ヶ崎
ではどうなっている？どう
向き合う？  
～ 被害者の会「大阪い
ちょうの会」の釜ヶ崎デビ
ューを機に考える～ 

植田勝博さん（弁護士
／ 
大阪クレジット・サラ金
被害者の会、通称「大
阪いちょうの会」代表幹
事） 
＆被害者の方の体験談

22 人 

 
この「まちづくりひろば」
の役割は、地域内外の
「人材・制度・施設・資
金・ノウハウや経験・調
査結果・情報」を結びつ
け合うこと。「老いても、
一人でも、住み続けら
れるまちづくり」のため
に。今回はそれにふさ
わしい団体の「デビュー



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

支援」であった。

143 
10 年 7 月
13 日
（火） 

西成市民館 

 
萩之茶屋北公園再開後
の使い方ワークショップ
の報告で、子供たちの
「声・願い・夢」に耳をすま
す 
～子供たちだって「住民
参加」だ～ 

荘保共子さん 
（こどもの里・館長） 
西野伸一さん 
（今池こどもの家・主任
指導員） 
＋子供関係の領域の
方々 

39 人 

 
釜ヶ崎だって子供を社
会の中心に据えて未来
を考えようという画期的
なテーマ。子供たちと共
生できる公園の利用法
や生活の根本ニーズに
ついてテント生活者に、
役所でなく、つながって
いる支援団体自身が、
聴き取りをしていこうと
いう提案（態度表明）も
出された。何かが動き
出したと感じた夜。 

144 
10 年 9 月
14 日
（火） 

西成プラザ 

巨大中国資本が新今宮
駅界隈にやってきて、小
さなまちづくりなんて吹き
飛ばす！？地元はどう身
構えたらいい？それとも
日中友好？ 
～まずは冷静な学びから
～ 

松村嘉久さん 
（阪南大学国際観光学
部教授、ご専門は中
国） 

21 人 

 
結論は、「来ない！理
由は単純。儲からない
から（笑」。 
大事なことは住民側の
構え方。①地域の「内」
からと「下」からの論理
基盤をしっかり創って、
②「外」からやってくる相
手方資本が何をしようと
しているか、その内容を
見極めて、③「上」（行
政等）からの調整機能
を使って、すすめるべし
と指摘された。 

145 
10 年 10
月 12 日
（火） 

西成市民館 

簡易宿泊所大規模最新
調査の中間発表（宿泊者
像、「簡宿＆アパート併
用型」の現状など）＋簡
易宿泊所の過去・現在・
未来を語る夕べ 

水内俊雄さん（調査団
代表者、大阪市大都市
研究プラザ教授） 平川
隆啓さん（大阪市大都
市研究プラザ特別研究
員）＋簡宿経営者有志
のみなさん 

33 人 

簡宿の宿泊者像は予想
以上に多様化している
状況が発表される。簡
宿の将来論では、人間
居住論の理想郷からど
うしてもはみ出してくる
人々が現実に存在する
限り、良質の支援ソフト
付き住居資源として社
会的役割が果たせる
し、それがある街として
釜ヶ崎も役割があるの
ではないかという議論
がされた。 

146 
10 年 11
月 3 日
（祝） 

泉大津一帯 

つながり発見・歴史街道
歩き   
 ～紀州街道沿いの浜街
道（泉大津） 

 案内人：川浪 剛 
（浄土真宗大谷派僧
侶）  

20 人 

 
特掃や現役日雇い労
働者たちも参加。今回
も古地図にもとづいて
街道を歩き、歴史ロマン
を実感。古寺では無縁
社会論が話題に。「また
必ず開催してや」との声
が耳に残る。 



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

147 
10 年 11
月 9 日
（火） 

西成市民館 

 
あいりん総合センターは
どうなる？というより、住
民はどうしたい！？～「コ
レクティブ・タウン」論をた
たき台に、"釜ヶ崎の良さ
を生かしたまちづくり"と
は何か等を考え、提言づ
くりへのワン・ステップと
する～ 

寺川政司さん（都市計
画家・CACE まちづくり
研究所） 
ありむら潜（7 年前の同
テーマでのワークショッ
プ結果の再説明と見直
し） 
       

26 人 

コレクティブタウンとは
住居（狭い簡宿）を補完
して街の中に「交流ひ
ろば」「居場所」機能等
が多様に存在する街の
こと。。釜ヶ崎は天然の
コレクティブタウン。労
働者の密集性もプラス
に活用できる。あいりん
センターの再生も含め
て、この概念提言をブラ
ッシュアップしようと一致
し、盛り上がる。 

148 
10 年 12
月 14 日
（火） 

西成プラザ 

初めて取り上げる商店街
の活性化問題。何が課
題で、何が協力できる？
まずは学び、知ることか
ら始めよう。 

加藤 司さん（大阪市立
大学商学部教授）＋動
物園前 1 番街・萩之茶
屋商店街等のみなさ
ん・阪堺線存続ワーキ
ンググループのみなさ
ん・天神橋筋商店街で
同問題に取り組んでい
る関西大学関係者 

33 人 

 
新世界に来る年間 40
万人のお客をどうしたら
当地域内商店街まで引
き込めるかが焦点に。
「昭和の街」のコンセプ
トで食のモデル・コース
をガイド付きで始める提
案も出る。地域の潜在
力はあるゾ等、初回とし
ては上々の集いだった
と言えよう。  

149 
11 年 1 月
14 日
（火） 

西成市民館 

 
「まちの新しいかたち」を
求めて、「地域の潜在力」
を考える。東住吉区田辺
でなにわ伝統野菜の田
辺大根を地元小学校と組
んでつくっている事例を
中心に、「地域の力」「地
域ブランドの力」等につい
て、多面的に学ぶ。 

山本英夫さん 
（まちづくりの達人。田
辺大根増やしたろう会、
田辺 hope ゾーン協議
会理事、田辺寄席世話
人、長池おやじの会、
戎橋筋商店街振興組
合・活性化事業統括マ
ネージャー） 

15 人 

初めは大きな楠の木の
保存運動があり、そこへ
地元伝統野菜の田辺
大根の発見・復活が加
わり、その活用を起点
にまちづくりが多面展開
した経験を学ぶ。釜ヶ
崎なら難波ネギか。伝
統野菜＋子供＋地元
芸能等という型は釜ヶ
崎でも有効かも。 

150 
11 年 2 月
8 日（火） 

西成市民館 

釜ヶ崎は天然の「コレクテ
ィブ・タウン」。ワイワイ言
いながら、『おっちゃんた
ちの居場所』マップを作ろ
う。その他色々、まちづく
り参画作業の「かやくご
はん」だ。 

平川隆啓さん（大阪市
立大学都市研究プラ
ザ） 
寺川政司さん (CASE
まちづくり研究所） 
       

16 人 

 
萩之茶屋小学校東側
塀沿いに開設予定の路
上ギャラリーに順次掲
示する古写真群（上畑
コレクション）の選別作
業でスライドを見ながら
大いに沸く。居場所マッ
プづくりも 3 班に分かれ
てワークショップ形式
で。釜ヶ崎が新しいステ
ージへ向かうそれを推
進する地道な作業だ。
コツコツやるのみ。 

151 
11 年 3 月
8 日（火） 

西成市民館 

旅好きが高じて、自分も
外国人向けの格安ゲスト
ハウスを経営。自分流の
生き方が足元のまちづく
りと国際展開の両面につ
ながる。そんな参画のし
かたに学ぼう。 ～もっと
地域内部の力（人・付加
価値）を掘り起こすシリー
ズ～ 

伊東祐美子さん 
（外国人宿 『ピースハ
ウス昭和』経営者）    

20 人 

話を聞けば聞くほどお
もしろい宿。立ち上げ時
の民家手作り改修も
100 人超の友たちが手
伝いに来た。宿というよ
り長期旅人たちの「たま
り場」になっている。ここ
の滞在者たちと異文化
交流による観光福祉や
まちづくりが可能となる
確かな予感。 



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

152 
11 年 4 月
12 日
（火） 

西成市民館 

＜東日本大震災と釜ヶ崎
（１）＞①被災現場支援
からの緊急帰阪報告 ②
避難者・被災者を釜ヶ崎
はどう迎い入れられるか
（報告と討論） 

菅野 拓さん（NPO ホー
ムレス支援全国ネット被
災地派遣スタッフ）「萩
之茶屋まちづくり会議」
参画メンバー 

35 人 

菅野さんは、テレビ画面
の映像とはズレのある
実態、支援が全く届い
ていない小規模集落等
の存在、絆プロジェクト
宮城版等を報告＆提
案。簡宿側からは疎開
者の西成での受け入れ
体制が語られた。討論
では「釜ヶ崎だからこそ
できる独自の支援ノウ
ハウを明確にして進も
う」と。 

153 
11 年 5 月
10 日
（火） 

西成市民館 

＜東日本大震災と釜ヶ崎
（２）＞ 
天文学者と語りあう、天
変地異の地球、その中で
のまちづくりと路地裏ロマ
ン。そして、三角公園で
の天体観察会の体験。 

尾久土 正己 
（おきゅうど・まさみ）さん
和歌山大学教授（地域
再生学科） 
専門：天文学・天文教
育・教育工学・観光学 

24 人 

 
13７億年前の宇宙誕
生。数千万個ある銀
河。銀河同士の衝突写
真。銀河系には太陽が
1 千億個はある。地球は
56 億年後には太陽に
吸収される。星としてま
だ冷え切っていないか
ら起きる地球や日本列
島の天変地異。そんな
中でのまちづくり。達
観、達観。そのうえで、
コツコツと。達観・大きな
心を学ぶ。 

154 
11 年 5 月
22 日
（日） 

西成プラザ 

 
＜東日本大震災と釜ヶ崎
（３）＞ 
震災避難者たちと釜ヶ崎
で語り合う「ふるさとを失
うこと・つくること」 
～日曜日の遅い午後の
お茶会。なんと、フラダン
スで「イマジン♪」も踊る
～ 
▽「NPO法人ココルーム」
「ソウル・イン・釜ヶ崎」が
協賛 

○大塚 愛＆尚幹さん
ご夫婦 
（福島県川内村での“自
給自足生活”から岡山
への避難者。愛さんは
フラダンスで脱原発を
訴える♪ 尚幹さんは
エコ建築の設計やソー
ラー・システムづくりが
仕事）  

30 人 

まずは映像で、震災以
前の村での自然生活の
徹底ぶりに驚嘆、思わ
ずの笑い。「誰か”何も
起こらなかったんだよ”
と言ってほしい」という言
葉がせつない。童謡
「ふるさと」をみんなで
♪。愛さんのフラダンス
がマジに美しい。新しい
ふるさとづくりに向かう
釜ヶ崎だからこその共
有感。 

155 
11 年 6 月
14 日
（火） 

西成市民館 

『あいりん施策のあり方
検討報告書』の解説と討
論 
～新しいふるさとづくりに
向けた『釜ヶ崎まちづくり
総合計画』促進シリーズ
（その１）～ 

水内俊雄さん   
（大阪就労福祉居住問
題研究会代表、大阪市
立大学・都市研究プラ
ザ教授） 
その他同報告書執筆者
のみなさん 

28 人 

 
1960年代初めから2035
年頃までの予測も入れ
た膨大なデータ解説が
圧巻。2005 年の地域人
口 2 万 5 千人→2030 年
は 9500 人という激減予
測に驚きの反応大。だ
から「施策のドラスティッ
クな見直しを」「総合計
画も必要」という声もに
じみ出る空間。 



回 開催日時 会場 テーマ（内容） おもなスピーカー 
参加 
者数 

特徴（後年ふり返って
の感想も） 

156 
11 年 7 月
16 日
（土） 

西成プラザ 

「まちづくりひろば」150 回
超記念シンポジウム 
新しいふるさとづくりに向
けた『釜ヶ崎まちづくり総
合計画』を考える 
(1)「あいりん施策のあり
方検討報告書」から考え
る 
(2)「あいりん地域におけ
る地域連携方策検討調
査業務報告書」から考え
る 
(3)大討論（みんなで考え
る。練る）  
『釜ヶ崎まちづくり総合計
画』って何？何の目的で・
誰が・いつ・どんな内容
のものを・ど のようにし
て創る？あなたはどこで
どう参画する？ 

 
(1)水内俊雄さん（大阪
市立大学都市研究プラ
ザ教授） 
(2)寺川政司さん（CASE
まちづくり研究所代表、
近畿大学建築学部准
教授） 
(3)ワークショップ進行
役： 
永橋為介さん（立命館
大学産業社会学部准
教授、環境形成論・都
市公園論） 

  作成中 

157 
11 年 9 月
17 日
（土） 

西成市民館 
釜ヶ崎を子供たちの声が
聞こえる街に ～その原
点にもどって考えよう～ 

あいりん小中学校の先
生と生徒のみなさん 

  作成中 

以下作成中 


